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佐用高等学校家政科生徒と佐用保育園児によるファッションショー

手芸、陶芸、洋裁などの秀作がズラリ

キラキラッ子ママプラザによるダンス

お茶席も大盛況

みんな真剣になわとび大会

たくさんの作品が出展されました

邦楽会の演奏 各種団体がバザーを出店

勇壮な上月太鼓の響き

久崎小６年生の紙粘土作品

　１１月３日を中心に、２００７さよう文化祭が開催され
ました。各会場とも、芸能発表、作品展示、バザーなどさ
まざまなイベントが盛大に催され、多数のかたがたが佐用
の文化に触れる良い機会となりました。
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三日月小学校３年生有志のよさこいソーラン オープニング三日月保育園年長児太鼓演奏

子ども広場の三日月音頭ニューバージョン

環境パネルの展示コーナー

町ボランティア連絡会三日月支部の人形劇「となりぐみ」

三土中学校吹奏楽部による演奏

上津中学校生徒の有志も自然薯販売のお手伝いコール・カンパネルラの歌声

すばらしい作品ばかり

大盛況だった社協のバザー
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さ
よ
う
大
収
穫
祭　
　
　

に
ぎ
わ
っ
た
「
さ
よ
う
大
収
穫
祭
」

　

11
月
３
日
に
、
さ
よ
う
文
化

祭
と
あ
わ
せ
て
、
佐
用
商
店
街

周
辺
で
「
さ
よ
う
大
収
穫
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特
産
品

や
農
産
物
の
販
売
、
綱
引
き
大

会
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

ス
ー
パ
ー
カ
ー
の
展
示
、
大
屋

台
の
巡
行
な
ど
が
行
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

各種特産品販売のテントは大にぎわい

大健闘した女性だけのチーム

見ているほうも力が入ります 一度は乗ってみたいな

子どもたちに人気のキャラクターショー 龍山神社の大屋台の練りも披露

　

町
で
は
、
２
０
０
８
年
佐
用

町
成
人
式
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
と
き　

　

平
成
20
年
１
月
５
日
（
土
）

　
　
　

午
後
12
時
30
分
受
付

　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
式

■
と
こ
ろ

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

※
町
内
１
カ
所
で
開
催
し
ま
す
。

■
内
容

　

式
典
、
記
念
撮
影

※
対
象
者
の
か
た
に
は
、
案
内

状
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
82
・
２
５
４
９

２
０
０
８
年
佐
用
町
成
人
式　

は
た
ち
の
旅
立
ち

　

高
齢
者
等
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
で
は
、
１
月
〜
12
月
ま
で
の

間
に
、
お
一
人
に
交
付
す
る
タ

ク
シ
ー
運
賃
助
成
券
は
、
２
冊

ま
で
と
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

来
年
分
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
助

成
券
を
今
年
の
12
月
17
日
か
ら

販
売
を
開
始
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
１

来
年
分
の

タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
券
を
販
売
開
始

12
月
17
日
（
月
）
か
ら
販
売
開
始
し
ま
す　
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11
月
７
日
に
さ
よ
う
文
化
情
報
セ

ン
タ
ー
で
、
第
57
回
佐
用
郡
中
学
校

音
楽
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

郡
内
４
中
学
校
の
３
年
生
な
ど
が
そ

れ
ぞ
れ
、
混
声
三
部
合
唱
、
混
声
四

部
合
唱
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
上

津
中
学
校
が
木
琴
合
奏
、
三
日
月
中

学
校
が
リ
コ
ー
ダ
ー
合
奏
、
上
月
中

学
校
が
和
太
鼓
演
奏
、
佐
用
中
学
校

が
吹
奏
楽
演
奏
も
披
露
し
ま
し
た
。

佐用中学校による混声三部合唱

上月中学校による混声三部合唱

上津中学校による混声四部合唱
三日月中学校による混声四部合唱

　農業災害補償制度 60 周年記念書写全国コンクー
ル応募作品を展示 !!

　第７回『農』絵画コンクール及び農業災害補償制
度６０周年記念書写全国コンクール（いずれも兵庫
県農業共済組合連合会主催）に応募いただいた、町
内の小学生の絵画７８点、書写３０点を展示します。
子どもたちの力作をぜひご覧ください。
■展示期間　１２月１７日 ( 月 ) ～２６日（水）
　(土日祝日を除く ) 午前８時３０分～午後５時３０分
■展示場所　絵画作品：三日月支所ロビー
　　　　　　書写作品：上月支所ロビー
■コンクールの入賞　ＮＯＳＡＩ兵庫のホームペー
　ジ (http://www.nosai-hyogo.or.jp/) にてご覧いた
　だけます。
■お問い合わせ　
　農業共済課　☎７９-２９８３

『農』絵画コンクール
　

11
月
19
日
に
「
こ
れ
か
ら
の

佐
用
町
の
文
化
財
保
護
の
た
め

に
」
と
題
し
た
建
議
が
、
佐
用

町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会
（
内

海
功
一
委
員
長
）
か
ら
教
育
委

員
会
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
建
議
は
、
佐
用
町
に
あ

る
文
化
財
を
、
保
存
す
る
と
と

も
に
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
し
、
将
来
へ
向
け
た
文

化
財
行
政
の
あ
り
か
た
を
提
言

し
て
い
ま
す
。

（
※
建
議
・
・
・
附
属
機
関
な
ど
が
そ
の

属
す
る
行
政
機
関
な
ど
に
対
し
て
、
そ

の
調
査
審
議
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
意

見
や
希
望
を
申
し
出
て
、
措
置
を
勧
め

る
場
合
に
用
い
る
文
書
）

佐
用
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
会　

こ
れ
か
ら
の
文
化
財
保
護
の
た
め
に

建議が手渡されました
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10
月
28
日
に
上
月
中
学
校
体
育

館
で
、
第
34
回
佐
用
郡
少
年
柔

剣
道
交
歓
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

出
場
し
た
選
手
た
ち
は
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

■
柔
道

【
団
体
戦
】

■
小
学
生
の
部

第
３
位　

上
月
蛍
柔
館
Ａ

【
個
人
戦
】

■
保
育
所
・
幼
稚
園
の
部

第
３
位　

寺
本
照
英（
上
月
蛍
柔
館
）

　
　
　
　

岡
本
光
平（
上
月
蛍
柔
館
）

■
小
学
２
年
生
の
部

準
優
勝　

大
西
剛
樹（
上
月
蛍
柔
館
）

■
小
学
４
年
生
の
部

第
３
位　

坂
井
夕
稀（
上
月
蛍
柔
館
）

　
　
　

    

横
山　

潤
（
上
月
蛍
柔
館
）

■
小
学
５
年
生
男
子
の
部

第
３
位　

森
本
啓
太（
上
月
蛍
柔
館
）

■
小
学
５
・
６
年
生
女
子

第
３
位　

村
上
紗
野（
上
月
蛍
柔
館
）

■
中
学
１
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

山
田
琢
己（
上
月
蛍
柔
館
）

準
優
勝　

吉
田
恭
平（
上
月
蛍
柔
館
）

第
３
位　

岡
田　

魁
（
三
日
月
広
道
館
）

　
　
　
　

石
原
俊
文（
上
月
蛍
柔
館
）

■
中
学
２
・
３
年
生
男
子
の
部

優　

勝　

石
原
貴
俊（
上
月
蛍
柔
館
）

準
優
勝　

藤
田
浩
平（
三
日
月
広
道
館
）

■
剣
道

【
団
体
戦
】

■
小
学
低
学
年
の
部

優　

勝　

南
光
剣
友
会
Ａ

準
優
勝　

南
光
剣
友
会
Ｂ

第
３
位　

上
月
剣
友
会

■
小
学
高
学
年
の
部

優　

勝　

南
光
剣
友
会

準
優
勝　

上
月
剣
友
会

第
３
位　

佐
用
双
葉
会

【
個
人
戦
】

■
小
学
１
・
２
年
生
の
部

優　

勝　

豊
岡
龍
弥（
南
光
剣
友
会
）

準
優
勝　

瀬
尾
将
史（
南
光
剣
友
会
）

第
３
位　

船
曳
み
ゆ（
南
光
剣
友
会
）

　
　
　
　

山
西
史
也（
上
月
剣
友
会
）

■
小
学
３
・
４
年
生
の
部

優　

勝　

森
﨑　

廉（
南
光
剣
友
会
）

準
優
勝　

山
本
昌
平（
佐
用
双
葉
会
）

第
３
位　

阿
曽
智
章（
佐
用
双
葉
会
）

　
　
　
　

春
名
茜
里（
南
光
剣
友
会
）

■
小
学
５
年
生
の
部

優　

勝　

植
田
雄
斗（
佐
用
双
葉
会
）

準
優
勝　

盛
﨑
光
基（
佐
用
双
葉
会
）

第
３
位　

中
野
雄
登（
上
月
剣
友
会
）

　
　
　
　

阿
曽
裕
介（
佐
用
双
葉
会
）

■
小
学
６
年
生
の
部

優　

勝　

舟
引
千
春（
南
光
剣
友
会
）

準
優
勝　

清
水
啓
夢（
上
月
剣
友
会
）

第
３
位　

山
本
静
果（
南
光
剣
友
会
）

　
　
　
　

船
引
亜
由
美（
南
光
剣
友
会
）

■
中
学
生
の
部

優　

勝　

寺
本
克
己（
南
光
剣
伸
会
）

準
優
勝　

盛
岡
尚
矢（
佐
用
双
葉
会
）

第
３
位　

山
西
葉
月（
上
月
剣
友
会
）

　

10
月
21
日
に
南
光
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
第

４
回
Ｊ
Ａ
兵
庫
西
杯
小
学
生
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

出
場
チ
ー
ム
は
町
内
の
９
チ
ー

ム
。
上
月
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
主
将

の
清
水
啓
夢
君
の
元
気
な
宣
誓
で

開
会
し
、
今
ま
で
の
練
習
の
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
盛
大
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

■
決
勝
リ
ー
グ

優　

勝　

佐
用
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

凖
優
勝　

三
日
月
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

第
３
位　

久
崎
ヤ
ン
チ
ャ
ー
ズ

　

10
月
28
日
に
南
光
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
佐

用
町
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
秋
季

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
年
生
に
と
っ
て
は
最
後
の
町

大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
た
く

さ
ん
の
応
援
を
う
け
な
が
ら
予
選

リ
ー
グ
、
決
勝
リ
ー
グ
を
全
力
で

プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　

佐
用
町
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
９
チ
ー
ム
は　

監
督
、
コ
ー

チ
の
指
導
の
も
と
練
習
に
励
み
、

仲
間
と
の
か
か
わ
り
は
貴
重
な
経

験
と
な
り
、
体
力
、
技
術
の
向
上
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

■
決
勝
リ
ー
グ

優　

勝　

佐
用
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

準
優
勝　

利
神
ド
ジ
ャ
ー
ス　

第
３
位　

三
河
ボ
ー
イ
ズ

　

11
月
３
日
（
予
選
）・
４
日
（
決

勝
）
に
上
月
体
育
館
な
ど
６
会
場

で
、
第
16
回
ビ
ス
ラ
カ
ッ
プ
少

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
遠
く
は

滋
賀
県
や
奈
良
県
、
島
根
県
か
ら

99
チ
ー
ム
約
千
人
の
選
手
が
参
加

し
ま
し
た
。
な
か
に
は
全
国
大
会

に
出
場
し
た
チ
ー
ム
も
あ
り
、
２

日
間
に
渡
り
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

　

町
内
で
は
三
河
少
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
が
、
惜
し

く
も
入
賞
を
逃
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
。
町
内
外
の
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
結
果
は
、
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

第
４
回
Ｊ
Ａ
兵
庫
西
杯

　

小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

佐
用
町
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

秋
季
大
会

第
16
回
ビ
ス
ラ
カ
ッ
プ

　
　

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
34
回
佐
用
郡
少
年

　
　
　
　
　

柔
剣
道
交
歓
大
会
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11
月
11
日
（
予
選
）・
18
日
（
決

勝
）
に
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園
第
１

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
町
軟
式
野
球
秋

季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
戦
は
、
７
回
を
０
対
０
で

終
え
、
延
長
戦
の
結
果
２
対
０
で 

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

優　

勝　

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ（
ジ
ャ
ン
ク
）

準
優
勝　

ケ
ン
ト 

最
高
殊
勲
選
手
賞

　
　
　
　

矢
内
康
之（
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
）

敢
闘
賞　

井
上
博
志
（
ケ
ン
ト
）

■
佐
用
支
部

優　

勝　

ケ
ン
ト

準
優
勝　

Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ（
ジ
ャ
ン
ク
）

最
優
秀
選
手
賞

　
　
　
　

熊
橋
裕
司
（
ケ
ン
ト
）

敢
闘
賞　

蔭
山
康
彦（
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
）

平
成
19
年
度
佐
用
支
部
大
会

　

ホ
ー
ム
ラ
ン
王

　
　
　
　

安
東　

徹
（
ケ
ン
ト
）

　

最
多
勝
利
投
手
賞

　
　
　
　

井
上
起
也（
春
名
住
産
）

■
上
月
支
部

優　

勝　

ラ
ン
サ
ー
ズ

準
優
勝　

孫
悟
空

　

10
月
20
日
に
利
神
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
28
組
84
人
が
参
加
し

て
、
佐
用
地
域
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
団
体

優　

勝　

佐
用
姫
Ａ　
　
　
　

準
優
勝　

Ｓ
Ｃ
21
さ
よ
う
Ａ

第
３
位　

Ｓ
Ｃ
21
さ
よ
う
Ｂ

■
個
人

優　

勝　

山
本　

林　
（
33
）

準
優
勝　

山
本
寛
一　
（
34
）

第
３
位　

有
本　

勇　
（
39
）

　
　
　
　
（　

）
内
は
ス
コ
ア
。

　

10
月
17
日
に
上
月
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
、
36
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
第
２

回
議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

優　

勝　
　

櫛
田
Ｂ

準
優
勝　
　

田
此
Ａ

第
３
位　
　

キ
キ
ョ
ウ

　

11
月
18
日
に
上
月
体
育
館
で
第

29
回
町
卓
球
大
会
（
団
体
戦
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

■
団
体
の
部 

優　

勝　

上
月
卓
球
教
室
Ａ 

準
優
勝　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

　　
　
　
　
　
　
　
　

み
か
わ
Ａ 

第
３
位　

佐
用
ク
ラ
ブ
Ａ 

第
３
位　

上
月
卓
球
教
室
Ｂ 

■
小
学
生
の
部　

シ
ン
グ
ル
ス 

優　

勝　

 

保
田
理
恵

　
　

   　
　
　
（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
み
か
わ
）

準
優
勝　

井
上
花
恋

　
　
　
　
　
　

  （
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
み
か
わ
）

第
３
位　

大
畑
菜
央

　
　
　
　
　
　

   （
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
み
か
わ
）

　

10
月
21
日
に
、
三
田
市
開
成

駒
ヶ
谷
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
、

第
35
回
摂
丹
柔
道
大
会
に
上
月
蛍

柔
館
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

■
小
学
５
・
６
年

　
　

女
子
42 

kg
以
下
の
部

優　

勝　

村
上
紗
野
（
久
崎
小
）

■
小
学
３
・
４
年

　
　

女
子
35 

kg
以
下
の
部

第
３
位　

坂
井
夕
稀
（
三
河
小
）

町
軟
式
野
球
後
期
リ
ー
グ
戦

  

佐
用
地
域

             

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
２
回

　

議
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

佐
用
町
軟
式
野
球
秋
季
大
会

第
29
回
佐
用
町

　
　
　
　

卓
球
大
会
（
団
体
戦
）

第
35
回
摂
丹
柔
道
大
会

　

11
月
９
日
に
さ
よ
う
文
化
情
報

セ
ン
タ
ー
で
、
兵
庫
県
保
健
衛
生

組
織
連
合
会
佐
用
支
部
（
梶
本
和

男
支
部
長
・
海
内
）
主
催
の
中
播

磨
・
西
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
保
健
衛
生

推
進
委
員
指
導
者
研
修
会
が
、中
・

西
播
磨
各
地
か
ら
約
２
６
０
人
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
環
境
学
習
課
の
横
井
準

さ
ん
が
地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と

す
る
環
境
問
題
に
つ
い
て
、「
気

づ
き
」「
学
び
」「
創
造
す
る
」
こ

と
が
で
き
る
環
境
学
習
の
拠
点
施

設
で
、
播
磨
科
学
公
園
都
市
に
来

春
オ
ー
プ
ン
す
る
エ
コ
ハ
ウ
ス

（
仮
称
）
の
概
要
に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
堅
壮
院
メ
ダ
カ
塾
主
宰

の
吉
野
生
壮
さ
ん
が
、『
メ
ダ
カ

を
飼
育
し
、
メ
ダ
カ
に
学
ぶ
』
と

題
し
て
「
播
磨
地
域
は
自
然
豊
か

な
地
域
で
す
が
、
メ
ダ
カ
が
ど
こ

に
で
も
い
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り

を
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

梶
本
支
部
長
は
、「
今
年
は
、

瀬
戸
内
海
の
再
生
に
向
け
た
、
法

整
備
に
関
す
る
署
名
活
動
に
も
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
環
境
問
題

や
地
域
づ
く
り
な
ど
、
今
日
の
研

修
を
今
後
の
組
織
活
動
に
生
か
し

て
い
き
た
い
』と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
７
月
に
姫
路
市
で
開
催

さ
れ
た
第
51
回
兵
庫
県
保
健
衛
生

大
会
で
次
の
か
た
が
地
区
衛
生
組

織
活
動
功
労
者
と
し
て
、
㈶
兵
庫

県
保
健
衛
生
組
織
連
合
会
長
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

　

梶
本
和
男
（
海
内
）、
高
畑
貞

夫（
東
中
山
）、原
田
延
太
郎（
田
和
）、

窪
藪
浅
子（
南
中
山
）、南
馬
昭
良（
稗

田
）、
久
本
富
子
（
久
木
原
）、
岩
本

三
木
男
（
大
日
山
）、松
尾
忠
（
西
市
）

  

環
境
問
題
や
地
域
づ
く
り
に
生
か
し
ま
す

　
　

中
播
磨
・
西
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
保
健
衛
生
推
進
委
員
指
導
者
研
修
会

連合会長のあいさつ
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　町内の保育園では、家庭での保育が困難なお子さんをお預かり
し、豊かな人間性を持った子どもを育成しています。
　来年４月入園の受付を行いますので、希望されるかたは受付期
間内に手続きをしてください。
　なお、現在、入園中のお子さんで継続して入園されるかたにつ
いては、家庭状況調査票（継続）などの提出が必要となりますの
で、現在入園中の保育園で手続きを行ってください。
　また、時間延長保育をされているお子さんについても、更新手
続きが必要です。
■お問い合わせ　各保育園、福祉課　☎８２-０６６１

平成２０年度　
保育園入園児募集

お申し込みは１月７日から２１日まで

保育園名 定員 所在地 電話番号 備　　考
佐用保育園 120 佐用 320 番地 1 82-2946 乳児・時間延長保育
長谷保育園 20 口長谷 506 番地 1 83-2902
平福保育園 45 平福 1408 番地 83-2225 乳児・時間延長保育
石井保育園 30 上石井 738 番地 1 85-0044
江川保育園 30 豊福 83 番地 3 84-0001
幕山保育園 30 本郷 571 番地 5 87-0009
上月保育園 90 上月 923 番地 2 86-0103 乳児・時間延長保育
久崎保育園 90 久崎 285 番地 4 88-0011 乳児・時間延長保育
中安保育園 45 米田 103 番地 78-0040 時間延長保育
徳久保育園 45 下徳久 35 番地 78-0059 乳児・時間延長保育
三河保育園 45 上三河 98 番地 77-0028 時間延長保育
三日月保育園 90 三日月 1107 番地 79-2221 乳児・時間延長保育
※時間延長保育は、午後４時～午後６時まで備考欄記載の保育園で実施しています。

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
ろ
う

佐
用
町
保
幼
小
中
高
児
童
生
徒
指
導
連
絡
協

議
会
で
は
、
冬
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
に
次
の

よ
う
な
指
導
を
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
う
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

●
家
庭
や
地
域
の
か
た
が
た
に
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
す
る

●
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
（
早
寝
、
早
起
き
、
き
ち
ん
と
し
た
食

　

事
な
ど
）

●
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
に
で
も
礼
儀
正
し
い
態
度
を
心
が
け
る

●
家
事
の
手
伝
い
、
地
域
の
行
事
へ
積
極
的
に
参
加
す
る

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
皆
で
注
意
し
ま
し
ょ
う

●
危
険
玩
具
（
エ
ア
ガ
ン
な
ど
）
は
、
使
用
し
な
い

●
火
遊
び
は
し
な
い

●
危
険
な
場
所
（
線
路
、
池
、
工
事
現
場
な
ど
）
に
行
か
な
い

●
不
審
な
車
、
電
話
の
誘
い
に
乗
ら
な
い

守
ら
せ
ま
し
ょ
う

●
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
気
を
つ
け
る

●
夕
方
、
暗
く
な
ら
な
い
う
ち
に
帰
宅
す
る

●
行
き
先
、
帰
宅
時
刻
を
家
の
人
に
き
ち
ん
と
伝
え
る

●
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
は
節
度
あ
る
使
い
か
た
を
す
る

●
買
い
物
の
マ
ナ
ー
を
守
る

●
法
に
触
れ
る
行
為
は
絶
対
に
し
な
い

●
「
い
か
・
の
・
お
・
す
・
し
」
を
徹
底
し
て
守
る

（
い
か
…
行
か
な
い

の
…
乗
ら
な
い　

お
…
大
声
を
出
す

す
…
す
ぐ
逃
げ
る　

し
…
知
ら
せ
る
）

地
域
の
み
な
さ
ま
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
へ
の
見
守
り

の
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
審
者
情
報
な
ど
は
、
迅
速
に
佐
用
警
察
署
へ
連
絡
を
。

☎
82
・
０
１
１
０

■
お
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会

教
育
推
進
課

☎
82
・
２
４
２
５

■■■ 申 し 込 み 要 領 ■■■
■申し込み方法
　各保育園等で申し込みに必要な書類を配
布しますので、ご記入のうえ、受付期間内
に手続きしてください。
■申込書配付
【場所】　入園希望の保育園
【期間】　１２月１０日（月）～２５日（火）
■入園受付
【場所】　入園希望の保育園　
【期間】　平成２０年１月７日（月）～２１日（月）
※受付には入園されるお子さん同伴でお越
しください。
■入園決定
　平成２０年３月中旬の予定。
■保育料決定
　平成２０年４月以降。
■年度途中（５月以降）の入園について
年度途中の入園は、定員に空きがあれば

可能ですが、保育園によっては、保育士の配
置などで定員に空きがあっても入園できない
場合があります。年度途中で入園を希望され
るかたは、あらかじめご相談ください。
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町
で
は
、
お
子
さ
ん
が
学
校

で
楽
し
く
勉
強
が
で
き
、
充
実

し
た
学
校
生
活
が
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
経
済
的
に
困
っ
て
お
ら

れ
る
保
護
者
に
学
用
品
な
ど
を

援
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

小
中
学
校
に
在
学
中
、
ま
た

は
４
月
に
入
学
さ
れ
る
児
童
生

徒
の
保
護
者
で
就
学
援
助
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
各
小
中
学

校
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

１
月
末
ま
で
に
就
学
援
助
の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
制
度
に
は
一
定

の
基
準
が
あ
り
、
教
育
委
員
会

の
認
定
が
必
要
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
82
・
２
４
２
５

小
・
中
学
校
の
就
学
援
助
制
度
が
あ
り
ま
す

申
請
は
１
月
末
ま
で
に　

春
名
ヨ
シ
エ
さ
ん
（
東
徳
久
）

と
山
本
サ
キ
エ
さ
ん
（
河
崎
）、

が
百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

春
名
さ
ん
は
９
月
、
山
本
さ
ん

は
11
月
で
百
歳
に
な
っ
た
明
治
40

年
生
ま
れ
。
家
族
の
み
な
さ
ん
か

ら
温
か
い
祝
福
を
受
け
ら
れ
、
町

か
ら
は
長
寿
祝
金
と
記
念
品
、
花

束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

春名ヨシエさん（１００歳）

　

入
学
金
、授
業
料
、教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど
、

入
学
時
や
在
学
中
に
必
要
と
な

る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
な
制

度
と
し
て
、
国
民
生
活
金
融
公

庫
の
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
が

あ
り
ま
す
。

■
融
資
金
額

　

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き
、　

　

２
０
０
万
円
以
内

■
返
済
期
間　

10
年
以
内

■
利
率　

年
2.5
㌫
（
19
年
11
月

　

９
日
現
在
）

■
返
済
方
法　

毎
月
元
利
均
等
払

　
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増
額
返
済
可
能
）

■
保
証　

㈶
教
育
資
金
融
資
保
証

　

基
金
ま
た
は
連
帯
保
証
人
１
人

■
お
問
い
合
わ
せ

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
姫
路
支
店

　

  

☎
０
７
９
・
２
２
５
・
０
５
７
１

大
学
、
短
大
、
専
修
学
校
な
ど
に
入
学
・
在
学
者
対
象　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ご
案
内

こ
の
た
び
、坂
本
秋
男
さ
ん（
中

町
）
が
「
国
民
健
康
保
険
功
績
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
約
48
年
間

に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
運
営
協

議
会
委
員
と
し
て
、
国
民
健
康
保

険
事
業
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
功
績
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

坂本秋男さん

こ
の
ほ
ど
、
第
９
回
「
人
間
サ

イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞
」
を
町
内

の
３
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

平
福
地
区
整
備
推
進
協
議
会
、

佐
用
町
が
ま
ち
な
み
・
景
観
部
門

で
、乙
大
木
谷
棚
田
保
全
組
合
が
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
で
の
受
賞

で
す
。

人
間
サ
イ
ズ
の
ま
ち
づ
く
り
賞

三日月グループの松尾壽子さん（前列左から
２人目）と鞍田貞子さん（右端）

西
播
磨
地
域
の
、
特
産
品
を

使
っ
た
食
文
化
を
伝
え
る
ア
イ

デ
ィ
ア
料
理
で
、
佐
用
町
い
ず

み
会
三
日
月
グ
ル
ー
プ
の
「
夏

の
三
種
盛
り
そ
う
め
ん
」
が
努

力
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。

食
育
が
推
進
さ
れ
て
い
る

中
、
地
域
に
伝
わ
る
食
文
化
や
、

食
材
を
生
か
し
た
献
立
を
次
代

に
伝
え
る
こ
と
は
、
自
然
や

人
々
と
の
絆
を
感
じ
、
食
物
に

感
謝
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

食
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
コ
ー

ナ
ー
で
材
料
、
作
り
方
を
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
　
　

19
回
兵
庫
の
ま
つ
り　
ふ
れ
あ
い
の
祭
典

　  

い
き
い
き
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　  

ア
イ
デ
ィ
ア
料
理　

努
力
賞
に
入
賞

乙大木谷棚田保全組合の中戸隆博さん（左）
と平福地区整備推進協議会の井上薫さん
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11
月
11
日
に
役
場
第
二
庁
舎

で
、
地
球
温
暖
化
防
止
佐
用
町
ミ

ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進

協
議
会
（
山
田
敏
雄
会
長
・
中
上

月
）
が
主
催
で
開
催
さ
れ
、
約

１
０
０
人
が
参
加
し
、
講
演
や
実

践
活
動
報
告
、
意
見
交
換
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
㈶
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
指
導
員
の
野
網
正
幸
さ

ん
が
「
省
エ
ネ
は
、省
マ
ネ
ー
！
」

と
題
し
て
、
環
境
に
よ
り
良
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
目
指
し
て
、
家

庭
で
す
ぐ
に
実
践
で
き
る
10
の
取

り
組
み
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
実
践
活
動
報
告
で
は
、

活
動
推
進
員
の
梶
本
順
子
さ
ん

（
田
此
）
が
エ
コ
作
品
、
な
べ
に

取
り
付
け
る
と
保
温
や
味
の
し
み

こ
み
に
効
果
的
と
い
う「
鍋
帽
子
」

を
、
ま
た
、
濱
名
育
代
さ
ん
（
多

賀
）
は
、
イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
が
取

り
組
む
「
幸
せ
の
黄
色
い
レ
シ
ー

ト
」
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

山
田
会
長
は
、「
今
後
も
ミ
ニ

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
、
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
を
広
め
て
い
き

た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
兵
庫
県
か
ら
委
嘱
を
受

け
て
活
動
し
て
い
る
、
地
球
温
暖

化
防
止
活
動
推
進
員
・
協
力
員
の

か
た
は
、
次
の
と
お
り
で
す
（
敬

称
略
）。

　

山
田
敏
雄
（
中
上
月
）、
前
澤

都
見
子
（
東
大
畑
）、
小
林
義
昭

（
川
原
町
）、依
田
由
子（
上
長
尾
）、

太
田
垣
孝
代
（
山
平
）、
小
嶋
陽

子
（
櫛
田
）、高
見
房
子
（
家
内
）、

古
本
幸
（
力
万
）、中
井
照
美
（
須

安
）、
西
尾
誠
（
多
賀
）、
濱
名
育

代（
多
賀
）、山
下
睦（
下
徳
久
上
）、

内
山
尚
子（
米
田
）、梶
本
順
子（
田

此
）

　
　
　
　
　
　

蛇
口
が
破
裂
し
や
す
い
の
で
、
布
な
ど
で
包
ん
で
く
だ
さ
い　

水
道
管
に
も
冬
支
度
を

　

気
温
が
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
４
度
以

下
に
な
る
と
、
防
寒
の
不
完
全
な

水
道
管
は
凍
っ
た
り
、
破
裂
し
た

り
し
ま
す
。
特
に
多
い
の
は
、
次

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
早

め
に
冬
支
度
を
し
ま
し
ょ
う
。

①
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

　

い
る
と
こ
ろ

②
水
道
管
が
北
向
き
に
あ
る
と
こ

　

ろ
③
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ

　

る
水
道
管

★
水
道
が
凍
っ
て
出
な
い
と
き

　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け

て
溶
か
し
ま
す
。

熱
湯
を
か
け
る

と
破
裂
や
ひ
び

割
れ
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

★
防
寒
の
仕
方

　

保
温
材
を
巻
き
ま
す
。
蛇
口
が

破
裂
し
や
す
い
の
で
、
完
全
に
包

ん
で
く
だ
さ
い
。
手
近
な
も
の
と

し
て
、
毛
布
、
布
な
ど
を
利
用
し

ま
し
ょ
う
。な
お
、上
か
ら
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
を
巻
い
て
保
温
材
が
雨
な

ど
で
濡
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

★
メ
ー
タ
の
防
寒

　

メ
ー
タ
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
布
な
ど
を
詰
め

た
も
の
を
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
中

に
入
れ
、
さ
ら
に
段
ボ
ー
ル
な
ど

を
乗
せ
て
保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
メ
ー
タ
の
上
は
検
針
が

し
や
す
い
よ
う
取
り
外
し
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

★
水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き

　

止
水
栓
を
閉
め
て
水
を
止
め
て

く
だ
さ
い
。
破
裂
し
た
部
分
に
布

か
テ
ー
プ
を
し
っ
か
り
と
巻
き
つ

け
て
応
急
処
置
を
し
、
町
指
定
の

水
道
工
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

●
●
水
道
課
か
ら
お
願
い
●
●

　

水
道
メ
ー
タ
の
検
針
は
、
使
用

水
量
の
算
定
に
必
要
で
す
。ま
た
、

漏
水
の
早
期
発
見
に
も
つ
な
が
り

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
内
は
い
つ
も

　

き
れ
い
に
。

・
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
物

　

を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
飼
い
犬
は
メ
ー
タ
ボ
ッ
ク
ス
か

　

ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

・
家
の
増
改
築
の
と
き
は
、
メ
ー

　

タ
ボ
ッ
ク
ス
が
床
下
や
屋
内
に

　

な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

　

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課　

☎
86
・
１
２
１
２

地
球
温
暖
化
防
止
第
２
回
佐
用
町
ミ
ニ
フ
ォ
ー
ラ
ム　

  

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
行
動
を

山田敏雄会長があいさつ
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◆住基カードは市区町村が希望者に交付しているＩＣ
　カードです。
　身分証明書として利用できます。
　　　　　　　　　（顔写真付きの住基カードの場合）
　・金融機関で口座を開設するとき
　・携帯電話を新規購入するとき
　運転免許証をお持ちでないかたには、特に役立ちま
　す。
◆自宅からインターネットで各種行政手続きができます。
　　（別途、公的個人認証サービス手続きが必要です）
　・税金の確定申告の手続き「ｅ－Ｔａｘ ( イータッ
　　クス )」（http://www.e-tax.nta.go.jp/）
　

　・自動車の登録、車庫証明の手続き
　　　（http://www.oss.mlit.go.jp/portal/）
　・その他、国・県などの各種行政手続き
◆取得に必要なもの
１　縦４５㎜×横３５㎜の写真（顔写真付きのカード
　　を希望されるかた）
　　上半身、無帽、正面、無背景で６ヶ月以内に撮影
　　したもの。（窓口での撮影も可）
２　本人確認書類（次のうちのいずれかをご持参ください）
　・１つでよいもの：運転免許証、パスポート、身体
　　障害者手帳などの官公署が発行した写真付き証明
　　書
　・２つ必要なもの：健康保険証、医療受給者証、年
　　金証書など（詳しくはお問い合わせください）
３　印鑑
４　交付手数料５００円
　※作成には１０日程度かかります。
■お問い合わせ・お申し込み
　住民課　☎８２-０６６０　
　または、各支所総合窓口課（三河出張所を除く。公的
　個人認証サービスのお申し込みは住民課のみの受付）

広がる機能と万全のセキュリティ、便利で安心、「住基カード」　

身分証明書に「住基カード」を

　

日
本
が
大
陸
に
な
ら
っ
て
、

国
家
整
備
を
本
格
化
し
た
奈
良

時
代
の
は
じ
め
、
特
に
白
鳳
文

化
が
花
開
く
７
世
紀
後
半
か
ら

８
世
紀
の
は
じ
め
に
か
け
て
、

多
く
の
地
方
寺
院
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
時
の
佐
用
郡
の
中
心
は
佐

用
高
校
周
辺
に
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
古
代
の
郡
役
所
跡
の
一

部
も
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
用
高
校
の
北
側
に
玉
垣
で

囲
ま
れ
た
大
き
な
礎
石
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
古
代
寺
院
の

塔
心
礎
で
、
一
辺
約
1.7
㍍
の
自

然
石
の
上
面
に
直
径
１
㍍
の
円

形
柱
座
が
彫
ら
れ
、
中
央
に
は

直
径
38
㌢
と
11
㌢
の
穴
が
２
段

に
彫
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
穴

の
最
深
部
ま
で
約
12
㌢
あ
り
、

舎
利
が
納
め
ら
れ
た
穴
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
塔
心
礎
は
、『
佐
用
町
史
』

に
よ
る
と
、
昭
和
初
期
に
掘
り

出
さ
れ
て
売
却
さ
れ
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
長
尾
地
区
の
人
々

や
当
時
の
鎌
井
町
長
ら
に
よ
っ

て
保
存
決
定
が
さ
れ
た
も
の
で

す
。
寺
は
、
寶
光
山
鶏
足
寺
と

も
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
遺
跡
名

と
し
て
長
尾
廃
寺
跡
と
名
付
け

ら
れ
、
塔
跡
は
昭
和
44
年
３
月

25
日
に
県
指
定
史
跡
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
63
年
度
、
平
成
元
年
度

に
周
辺
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、

塔
心
礎
は
、
ほ
ぼ
原
位
置
に
保

た
れ
て
い
る
こ
と
も
判
り
ま
し

た
。
塔
の
東
側
に
金
堂
、
北
側

に
講
堂
が
建
つ
、
法
隆
寺
式
の

伽
藍
配
置
を
も
つ
寺
院
で
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
伽

藍
を
囲
む
柱
列
や
中
門
跡
も
確

認
さ
れ
、
中
心
伽
藍
の
規
模
は

東
西
65
㍍
、
南
北
60
㍍
あ
っ
た

と
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
建
物
の
礎
石
の
う
ち

３
個
が
佐
用
高
校
の
前
庭
に
移

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
町

指
定
考
古
資
料
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
時
の
佐
用
郡
に
は
新
宿
、

櫛
田
、
早
瀬
な
ど
に
寺
院
が
建

立
さ
れ
ま
す
が
、
長
尾
廃
寺
は

郡
を
代
表
す
る
寺
院
と
み
ら
れ
、

こ
の
一
帯
が
古
代
佐
用
の
政
治
・

文
化
の
中
枢
域
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ　

⑥　

長尾廃寺塔心礎

■お問い合わせ　教育委員会文化財係☎８２-２４２４
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○
平
成
18
年
度
の
町
税
の
概
況

■
町
税
の
徴
収
率
は
、
85
．
３
㌫

　

平
成
18
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算

に
よ
る
町
税
の
概
要
は
別
表
１
、

個
人
住
民
税
資
料
に
よ
る
町
民
所

得
は
別
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

町
税
総
額
に
お
い
て
は
、
調
定

額
約
27
億
３
千
９
百
万
円
、
収
入

済
額
約
23
億
３
千
６
百
万
円
、
不

納
欠
損
額
約
１
２
０
万
円
、
収
入

未
済
額
約
４
億
２
百
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
収
入
未
済
額
は
、

19
年
度
予
算
に
滞
納
繰
越
分
と
し

て
計
上
し
て
滞
納
整
理
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

徴
収
率
は
、
85
．
３
㌫
で
前
年

度
よ
り
0.1
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
て
い

る
も
の
の
、
徴
収
率
は
低
位
に
留

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
内
に
完
納
さ
れ
た
、
大

多
数
の
納
税
者
の
み
な
さ
ま
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
多
額
の
収

入
未
済
額
を
減
少
さ
せ
る
滞
納
整

理
は
、
町
政
の
重
要
な
課
題
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
12
月
を
「
公
正
・

公
平
な
納
税
重
点
月
間
」と
し
て
、

滞
納
整
理
や
滞
納
処
分
（
差
し
押

さ
え
）
の
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

す
。
ま
た
、
自
動
車
の
差
し
押
さ

え
で
は
、「
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
」（
写

真
）
を
使
用
し
た
差
し
押
さ
え
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
第
30
条
に
定
め
る

「
国
民
は
、
法
律
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、納
税
の
義
務
を
負
ふ
」

こ
と
か
ら
、
町
税
な
ど
の
納
期
内

完
納
に
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
町
民
所
得
の
概
況

■
町
民
所
得
総
額
は
約
２
３
７
億

　

１
千
８
百
万
円

　

平
成
18
年
度
の
個
人
住
民
税
資

料
に
よ
る
町
民
所
得
総
額
は
約

２
３
７
億
１
千
８
百
万
円
で
、
前

年
か
ら
約
６
億
４
千
万
円
の
減
少

と
な
っ
て
お
り
、
町
民
総
所
得
は

地
域
格
差
の
拡
大
や
非
正
規
雇
用

の
増
大
な
ど
に
よ
る
減
少
傾
向
か

ら
脱
却
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

主
な
町
民
所
得
中
で
、
前
年
か

ら
増
加
し
て
い
る
の
は
年
金
所
得

の
み
で
、
給
与
所
得
、
営
業
所
得
、

農
業
所
得
、
そ
の
他
所
得
は
前
年

か
ら
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

農
業
所
得
で
は
、
平
成
18
年
分

所
得
か
ら
収
支
計
算
が
全
面
的
に

導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
農

業
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
所
得
の
計
上

が
可
能
に
な
り
、
多
く
の
農
業
者

の
所
得
が
農
業
所
得
の
損
益
を
そ

の
他
の
所
得
か
ら
差
し
引
く
「
損

益
通
算
」
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
農
業

の
損
失
を
給
与
や
年
金
の
所
得
で

補
う
農
業
の
実
態
が
反
映
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

法
人
町
民
税
に
つ
い
て
も
現
年

分
の
調
定
額
は
約
１
億
２
千
２
百

万
円
に
留
ま
り
国
内
の
主
要
企
業

の
収
益
は
拡
大
し
て
い
ま
す
が
、

町
内
の
多
く
の
企
業
の
収
益
は
不

況
か
ら
脱
却
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

○
町
税
の
徴
収
の
状
況

■
個
人
住
民
税
の
徴
収
率
は
、
98
．
２
㌫

　

町
税
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
納

期
内
に
納
税
さ
れ
た
納
税
者
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
に
、
税
法
の

定
め
に
よ
り
納
期
限
を
過
ぎ
れ
ば

延
滞
金
年
率
14
．６
㌫
を
徴
収
し
、

平
成
18
年
度
中
に
約
１
８
０
万
円

の
延
滞
金
を
徴
収
し
ま
し
た
。

　

個
人
住
民
税
の
徴
収
率
は
、
現

年
分
99
．
３
㌫
、
滞
納
繰
越
分

52
．
２
㌫
、
合
計
98
．
２
㌫
と
な

り
、
兵
庫
県
42
市
町
中
で
の
徴
収

率
ラ
ン
キ
ン
グ
は
い
ず
れ
も
第
一

位
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は
大
多
数

の
納
税
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力

の
成
果
で
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
固

定
資
産
税
の
収
入
未
済
額
は
約

３
億
８
千
９
百
万
円
で
、
こ
の
滞

納
額
の
約
８
割
を
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ジ
ャ
ー
産
業
２
社
の
関
連
会
社
が

占
め
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
町

税
の
徴
収
率
は
、
県
下
市
町
中
で

低
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
不
納
欠
損
は
、

無
財
産
や
生
活
困
窮
な
ど
に
よ
っ

て
担
税
能
力
が
な
い
こ
と
か
ら
滞

納
処
分
の
執
行
停
止
を
決
議
し

た
こ
と
に
よ
る
も
の
が
、
町
県

民
税
ベ
ー
ス
で
は
、
37
件
で
約

１
３
３
万
円
、
時
効
完
成
に
よ
る

不
納
欠
損
は
３
件
で
約
４
万
円
で

し
た
。

　

滞
納
税
金
は
、
滞
納
処
分
を
執

行
し
な
い
と
、
税
法
の
定
め
に

よ
っ
て
、
納
期
限
後
５
年
で
消
滅

時
効
と
な
り
ま
す
。
納
税
者
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
消
滅
時
効

12
月
は
「
公
正
・
公
平
な
納
税
重
点
月
間
」

大
多
数
の
納
税
者
の
み
な
さ
ま
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に

自動車の差し押さえでは、タイヤロック、また
は、引き上げを行います
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【
滞
納
処
分
】滞
納
処
分
と
は
、地
方
税
、

分
担
金
、
加
入
金
、
過
料
ま
た
は
法
令

で
定
め
る
使
用
料
を
債
務
者
が
滞
納
し

た
場
合
、
地
方
税
法
等
の
規
定
に
よ
り

行
う
行
政
上
の
強
制
執
行
、
す
な
わ
ち

債
務
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
、
こ
れ

を
換
価
し
、
そ
の
換
価
代
金
を
滞
納
に

充
当
す
る
一
連
の
強
制
徴
収
の
手
続
き

を
い
い
ま
す
。

【
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
】
滞
納
者
が
、

無
財
産
の
場
合
や
生
活
困
窮
の
場
合
等

に
滞
納
処
分
の
執
行
を
停
止
し
、
停
止

期
間
が
３
年
間
継
続
し
た
と
き
は
、
納

税
義
務
は
消
滅
し
ま
す
。（
法
第
15
条

の
７
）

【
不
納
欠
損
】
不
納
欠
損
と
は
、
地
方

公
共
団
体
の
歳
入
決
算
に
お
い
て
、
滞

納
処
分
の
執
行
停
止
を
行
い
そ
の
後
３

年
を
経
過
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
及
び

消
滅
時
効
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
、
地

方
税
法
の
規
定
に
基
づ
い
て
徴
収
し
得

な
く
な
っ
た
場
合
、
不
納
欠
損
処
分
を

し
ま
す
。

【
消
滅
時
効
】
地
方
税
の
徴
収
権
は
、

法
定
納
期
限
か
ら
５
年
間
、
滞
納
処
分

を
執
行
し
な
い
場
合
に
時
効
に
よ
り
消

滅
し
ま
す
。（
法
第
18
条
１
項
）

　

但
し
、
民
法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
、

催
告
書
を
発
し
て
か
ら
差
押
ま
で
の
期

間
、
交
付
要
求
が
な
さ
れ
て
い
る
等
の

期
間
は
、
時
効
は
中
断
し
ま
す
。（
法

第
18
条
の
２
）

　

用
語
の
解
説

別表１）　平成１８年度　町税の収納状況　　　　　　　　　　   　　（単位/円）
税 目 / 項 目 調　定　額 収  入  済  額 不  納  欠  損 収入未済額 収入

歩合
前年
歩合

町民税

個
人

現年分 5億 3,529 万 9,316 5 億 3,174 万 7,950 0 355 万 1,366 99.3% 99.0%
滞納繰越分 1,340 万 4,140 699 万 8,209 37 万 5,813 603 万 0,118 52.2 29.3
　計 5億 4,870 万 3,456 5 億 3,874 万 6,159 37 万 5,813 958 万 1,484 98.2 96.9

法
人

現年分 1億 2,286 万 6,900 1 億 2,235 万 4,300 0 51 万 2,600 99.6 99.5
滞納繰越分 179 万 4,400 139 万 1,800 0 40 万 2,600 77.6 19.2
　計 1億 2,466 万 1,300 1 億 2,374 万 6,100 0 91 万 5,200 99.3 98.5
合　計 6億 7,336 万 4,756 6 億 6,249 万 2,259 37 万 5,813 1,049 万 6,684 98.4 97.3

固定資
産税

現年分 14 億 4,121 万 6,100 13 億 6,344 万 8,683 0 7,776 万 7,417 94.6 92.2
滞納繰越分 4億 4,656 万 3,025 1 億 3,405 万 6,074 78 万 6,000 3 億 1,172 万 0,951 30.0 28.4
国有資産等交付金 149 万 3,200 149 万 3,200 0 0 100 100

合　計 18 億 8,927 万 2,325 14 億 9,899 万 7,957 78 万 6,000 3 億 8,948 万 8,368 79.3 77.3

軽自動
車税

現年分 5,091 万 9,100 5,034 万 7,391 0 57 万 1,709 98.9 97.7
滞納繰越分 253 万 0,014 138 万 5,703 3 万 8,600 110 万 5,711 54.8 26.6

合　計 5,344 万 9,114 5,173 万 3,094 3 万 8,600 167 万 7,420 96.8 94.2
町たばこ税 現年分 1億 2,254 万 9,391 1 億 2,254 万 9,391 0 0 100 100
特別土地保有税 滞納繰越分 73 万 9,500 0 0 73 万 9,500 0 3.9

現年分 22 億 7,434 万 4,007 21 億 9,194 万 0,915 0 8,240 万 3,092 96.4 94.6
滞納繰越分 4億 6,503 万 1,079 1 億 4,383 万 1,786 120 万 0,413 3 億 1,999 万 8,880 30.9 28.3

　町税合計 27 億 3,937 万 5,086 23 億 3,577 万 2,701 120 万 0,413 4 億 0,240 万 1,972 85.3 83.2
町税督促手数料 57 万 0,533 57 万 0,533 ―　 ―　
町税延滞金 183 万 3,652 183 万 3,652 ―　 ―　

別表２）　個人住民税資料による町民所得　　　　　　　　　　　　（単位 /万円）
区　分 給与所得 年金所得 営業所得 農業所得 その他 所得総額

平成 18 年所得 192 億 1,100 26 億 3,200 12 億 1,500 △ 1 億 7,300 4 億 8,700 237 億 1,800
平成 17 年所得 195 億 9,200 26 億 0,600 13 億 3,800 4,400 7 億 7,800 243 億 5,800
所得増減額 △ 3億 8,100 2,600 △ 1 億 2,300 △２億 1,700 △ 2 億 9,100 △ 6 億 4,000

と
な
ら
な
い
よ
う
に
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
。

○
滞
納
処
分
の
状
況

■
納
税
者
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に

　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
産
業
２
社
の

関
連
会
社
の
高
額
滞
納
に
つ
い
て
は
、

納
税
者
と
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
、

１
社
の
関
連
会
社
に
対
し
て
、
平
成
19

年
３
月
に
町
議
会
に
お
い
て
訴
え
の
提

起
に
つ
き
全
会
一
致
の
議
決
を
得
た
う

え
で
、
差
し
押
さ
え
債
権
の
取
立
訴
訟

を
神
戸
地
裁
龍
野
支
部
に
提
訴
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
同
年
５
月
末
に
同
社
等

の
会
社
更
生
法
手
続
き
の
開
始
が
決
定

し
た
こ
と
か
ら
、
裁
判
は
中
断
し
、
管

財
人
に
よ
る
更
生
手
続
き
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

残
る
１
社
の
関
連
会
社
に
つ
い
て

も
、
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
滞
納
処
分
（
差
し
押

さ
え
）
は
、
預
貯
金
１
８
６
件
、
給
料

13
件
、
所
得
税
還
付
金
31
件
そ
の
他
債

権
26
件
、
不
動
産
２
６
１
件
、
動
産
は

４
件
、
合
計
５
２
１
件
の
財
産
の
差
し

押
さ
え
を
執
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
は
、
無

財
産
に
よ
る
も
の
29
件
、
生
活
困
窮
に
よ

る
も
の
15
件
、
所
在
・
財
産
不
明
に
よ
る

も
の
37
件
、
合
計
81
件
を
執
行
停
止
し
ま

し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
82
・
０
６
６
２
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国
際
連
合
は
、
昭
和
23
年
に

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ

れ
た
の
を
記
念
し
、
昭
和
25
年

に
、
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
、
す
べ

て
の
加
盟
国
に
こ
れ
を
記
念
す

る
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
は
、
毎
年
12
月
10
日

の
「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と

す
る
一
週
間
（
12
月
４
日
〜
10

日
ま
で
）
を
「
人
権
週
間
」
と

定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及

高
揚
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
全

国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
「
第
59
回
人
権
週

間
」
で
は
、
一
人
一
人
が
主
体

的
に
豊
か
な
人
権
意
識
を
育
て

て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
、啓
発
活
動
重
点
目
標
を
「
育

て
よ
う　

一
人
一
人
の　

人
権

意
識
〜
思
い
や
り
の
心
・
か
け

が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
〜
」

と
定
め
ま
し
た
。

　

強
調
事
項
と
し
て
以
下
の
項

目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
女
性
の
人
権
を　

　

守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う　

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を

　

育
て
よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加

　

と
平
等
を
実
現
し
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン

　

病
患
者
に
対
す
る
偏
見
を
な

　

く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の

　

人
権
に
配
慮
し
よ
う　
　

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見

　

を
な
く
そ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し

　

た
人
権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差

　

別
を
な
く
そ
う　
　

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す

　

る
差
別
を
な
く
そ
う

　

こ
の
機
会
に
、
家
庭
、
地
域
、

職
場
、
学
校
な
ど
で
の
日
常
生

活
を
「
人
権
の
視
点
」
か
ら
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

「
育
て
よ
う 

一
人
一
人
の 

人
権
意
識
」

　

〜 

12
月
10
日
は
人
権
デ
ー 

〜　
　   　

⑨

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
場
合

　
　
　

住
民
税
の
税
額
控
除
が
あ
り
ま
す

平
成
19
年
に
所
得
が
減
っ
て
所
得
税
が
課
さ
れ
な
く
な
っ
た
場
合

　
　
　

19
年
度
住
民
税
を
還
付
し
ま
す

１．住民税の住宅ローン控除額は、住宅ローン控除可能額と税源移譲前の税率を用いて算出した所得税額の、いずれか少ない
　　金額から所得税の住宅ローン控除額を差し引いた金額となります。
２．給与所得者のかたについては、平成19年分の給与所得の源泉徴収票の適用欄に「住宅借入金等特別控除可能額」が記載され、
　　この金額が源泉徴収票の「住宅借入金等特別控除の額」より大きい場合に住民税の住宅ローン控除の対象となります。
３．１９年以降に入居した場合は、所得税において従来の方式と控除率を引き下げて控除期間を延長する方式（１０年から
　　１５年に延長）の選択制をとる特例が設けられ、住宅ローン控除制度の住民税の適用はありません。

所得税の確定申告をされないかた 住民税申告書・源泉徴収票と一緒に住宅ローン控除の申告書を提出
控除等あり、所得税の確定申告をされるかた 所得税の確定申告書と一緒に住宅ローン控除の申告書を提出

●
所
得
税
か
ら
、
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
か
た

は
、
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
毎

年
住
民
税
の
「
市
町
村
民
税
・
道

府
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
申
告
期
間　

　

平
成
20
年
２
月
18
日
（
月
）

　
　
　
　

〜
３
月
17
日
（
月
）

　

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、
所
得
税

が
減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
平
成
18
年
末
ま
で
に

入
居
し
、
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
を
受
け
て
い
る
か
た
で
、
所

得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た

額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年
度
の
住

民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
で
き

ま
す
。

　

平
成
19
年
分
の
所
得
税
か
ら
控

除
し
き
れ
な
い
額
が
発
生
し
た
場

合
、平
成
20
年
３
月
17
日
ま
で
に
、

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
の
住
所

地
の
市
町
村
に
「
市
町
村
民
税
・

道
府
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別

控
除
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

税源移譲前

所得税額   住宅ローン
  控除可能額

  住宅ローン
  控除可能額

   納付すべき
   所得税額

税源移譲後

  所得税額
  が減少

  住宅ローン
  控除可能額   所得税

  住宅ローン
  控除額所得税額

  控除しきれ
  なかった額

  住民税住宅
  ローン控除額

  納付すべき
  住民税額

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額

所得税から控除しきれなかった住
宅ローン控除額を翌年度の住民税

（所得割）から控除

これまでの所得税から控除できていた住宅ローン控除額が減少
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す
べ
て
の
人
々
が
お
互
い
の

人
権
を
尊
重
し
合
い
、
平
和
で

豊
か
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
し

て
、「
西
播
磨
人
権
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
「
小
学
校
人
権
書
道
コ
ン
テ

ス
ト
」「
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
優
秀
作
品

の
展
示
や
朗
読
、
他
に
も
「
浦

川
と
も
み
」「
セ
ル
ロ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
」

に
よ
る
歌
や
ダ
ン
ス
を
交
え
た

シ
ョ
ー
も
あ
り
ま
す
。

■
と
き　

12
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

※
人
権
作
品
の
展
示
は

　

12
月
12
日
（
水
）
〜
15
日
（
土
）

■
と
こ
ろ

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
内
容

・
人
権
書
道
、
人
権
作
文
な
ど

　

優
秀
作
品
表
彰
式

・
最
優
秀
人
権
作
文
の
朗
読

・
歌
と
踊
り
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
シ
ョ

　

ー
（
出
演
者　

浦
川
と
も
み
、

　

セ
ル
ロ
Ｓ
Ｄ
Ｐ
他
）

・
入
場
無
料

・
手
話
通
訳
あ
り

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

平
成
19
年
度
西
播
磨
人
権
の
つ
ど
い

「
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
大
切
に
、み
ん
な
が
夢
を
持
て
る
世
の
中
へ
」

  

人
権
に
つ
い
て
考
え
よ
う

　

町
税
な
ど
の
納
付
は
、便
利
で
、

安
全
・
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
ご
利
用
の
手
続
き

　

登
録
用
紙
に
口
座
名
義
人
、
住

所
、
金
融
機
関
名
、
支
店
名
、
口

座
番
号
な
ど
を
ご
記
入
い
た
だ

き
、
次
の
金
融
機
関
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

町
内
の
「
兵
庫
西
農
協
」「
兵

庫
信
用
金
庫
」「
西
兵
庫
信
用
金

庫
」「
淡
陽
信
用
組
合
」「
郵
便
局
」

（
登
録
用
紙
も
あ
り
ま
す
）

「
三
井
住
友
銀
行
」「
み
な
と
銀
行
」

（
登
録
用
紙
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
登
録
用
紙
は
、
役
場
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
郵
送

し
ま
す
。

※
町
税
・
国
保
税
の
ほ
か
、
下
水

道
使
用
料
、
住
宅
使
用
料
、
保
育

料
、
介
護
保
険
料
な
ど
も
同
じ
登

録
用
紙
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
82
・
０
６
６
２

便
利
で
、
安
全
・
確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い　
　

町
税
な
ど
の
納
付
は
口
座
振
替
を

セルロＳＤＰ

年末調整などに必要な『障害
者控除認定書』を交付します
―介護保険要介護認定者など―
　身体障害者手帳・療育手帳の
交付を受けているかたは、年末
調整や確定申告で障害者控除を
受けることができますが、手帳
の交付を受けていないかたで
も、要介護認定者など日常生活
自立度（寝たきり度、認知症）
が中度以上のかたは、町長の認
定を受ければ障害者控除を受け
ることができます。
　該当されるかたや扶養者のか
たで年末調整や確定申告に必要
な場合は、健康課各地域事務所
で手続きをしてください。
■手続き及びお問い合わせ
　健康課
　上月保健福祉センター
　　　　　☎８７-８０２０
　佐用町保健センター
　　　　　☎８２-２０７９
　センターひまわり
　　　　　☎７８-０２００
　三日月地域事務所 (三日月支所内 )
　　　　　☎７９-２９９１

税源移譲により増額
となった住民税額

（減額となった所得税額）

平成１８年中の
所得に対して課税

平成１９年中の
所得に対して課税

還付税源移譲によって増
額となった住民税相
当額が還付されます

申告によって

●
平
成
19
年
に
所
得
が
減
少
し
、

所
得
税
が
課
さ
れ
な
く
な
っ
た
か

た
は
、
税
源
移
譲
に
よ
り
住
民
税

の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
平

成
19
年
１
月
１
日
現
在
の
所
在
地

の
市
町
村
に
申
告
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

■
申
告
期
間

　

平
成
20
年
７
月
１
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
31
日
（
木
）

　

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、
所
得
税

率
の
変
更
に
よ
る
税
負
担
の
軽
減

の
影
響
は
受
け
ず
、
住
民
税
率
の

変
更
に
よ
る
税
負
担
の
増
加
の
影

響
の
み
を
受
け
る
か
た
に
つ
い
て

は
、
既
に
納
付
済
の
平
成
19
年
度

分
の
住
民
税
額
か
ら
、
税
源
移
譲

に
よ
り
増
額
と
な
っ
た
住
民
税
相

当
額
を
還
付
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
82
・
０
６
６
２
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11
月
３
日
に
三
日
月
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
、『
男
の

言
い
分　

女
の
言
い
分　

男
女

イ
ー
ブ
ン
!!
み
ん
な
で
考
え
る
地

域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
三
日
月

地
域
づ
く
り
協
議
会
や
集
落
な
ど

の
各
種
活
動
に
、
多
く
の
女
性
の

参
画
を
目
指
し
、
地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
25
名
を

中
心
に
、
三
日
月
地
域
づ
く
り
協

議
会
、
役
場
三
日
月
支
所
の
主
催

で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
実
行
委
員
会
は
８
月
に
設

立
。
委
員
長
に
多
可
町
の
か
ら
く

さ
塾
主
宰
の
小
嶋
明
さ
ん
が
就

任
、
丹
波
市
か
ら
講
師
な
ど
を
招

き
、
事
前
研
修
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
ま
た
委
員
の
男
女
比
率
も
ほ

ぼ
同
数
と
し
、
ま
ず
は
目
に
見
え

る
形
で
男
女
共
同
参
画
を
実
践

し
、
男
女
と
も
に
学
習
を
深
め
、

そ
の
経
過
と
し
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

本
町
末
広
出
身
の
筏
薫
理
さ
ん
ら

に
よ
る
フ
ル
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
演
奏

の
後
、
小
嶋
実
行
委
員
長
に
よ
る

「
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
ろ

う
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ

れ
、「
地
域
づ
く
り
は
、
土
づ
く

り
が
重
要
。土
づ
く
り
の
段
階
で
、

女
性
の
参
画
を
」
と
会
場
の
み
な

さ
ん
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
丹
波
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
副
理
事
長
の
由
良
ゆ
か

り
さ
ん
（
丹
波
市
）、
三
日
月
地

域
か
ら
小
林
晴
良
さ
ん
（
徳
平
）、

古
川
由
美
さ
ん
（
添
谷
）、
高
田

徹
志
さ
ん
（
湯
小
）、
岡
田
真
希

子
さ
ん
（
弦
谷
）
の
５
人
が
登

壇
、
小
嶋
実
行
委
員
長
の
進
行
の

も
と
、
筋
書
き
の
な
い
パ
ネ
ル
討

議
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
討
議
の
論
点
は
①
女
性

の
『
参
加
』
と
『
参
画
』
の
違
い
、

②
ま
ず
は
『
家
庭
内
の
男
女
イ
ー

ブ
ン
』
を
、
③
『
子
育
て
支
援
』

も
地
域
づ
く
り
の
重
要
な
要
素
、

④
参
画
に
は
責
を
負
う
、
⑤
形
に

み
え
て
は
じ
め
て
前
進
す
る
、
⑥

多
様
な
価
値
観
を
受
け
入
れ
る
地

域
・
・
・
と
多
岐
に
わ
た
り
、
パ

ネ
リ
ス
ト
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
を
語

り
、
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
終
了
後
、
会
場
に

訪
れ
た
参
加
者
は
「
日
ご
ろ
思
っ

て
い
た
こ
と
を
、
代
弁
し
て
く
れ

た
」、「
男
女
イ
ー
ブ
ン
で
、
自
立

し
た
地
域
を
目
指
し
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
実
行
委
員
会
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
研
修
の
成
果
や
、
来
場

者
か
ら
回
収
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を

も
と
に
「
地
域
づ
く
り
へ
の
女
性

参
画
に
関
す
る
提
言
書
」
を
ま
と

め
、
三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会

へ
提
出
す
る
予
定
で
す
。

男
の
言
い
分    

女
の
言
い
分    

男
女
イ
ー
ブ
ン
の
地
域
づ
く
り
を
!!

三
日
月
地
域
で
地
域
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催　
　

小嶋明さんによる基調講演

議論を深めたパネルディスカッション

　

11
月
11
日
に
歩
こ
う
会
「
健

康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
が
、
上
月

工
業
団
地
か
ら
飛
龍
の
滝
ま
で

の
往
復
約
６
km
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

紅
葉
の
始
ま
っ
た
飛
龍
の
滝

を
散
策
し
た
後
、
教
育
委
員
会
職

員
か
ら
、
飛
龍
の
滝
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
帰
り
は
、
地

域
の
環
境
美
化
活
動
と
し
て
、
参

久
崎
地
域
づ
く
り
協
議
会　

「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催

飛龍の滝の説明を受ける参加者

フルート・ピアノ演奏



17

　

11
月
11
日
に
江
川
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、「
食
と
農
の
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

江
川
地
域
づ
く
り
協
議
会
、
江

川
の
里
づ
く
り
協
議
会
が
共
催
で
、

江
川
地
区
安
全
安
心
講
座
の
一
環

で
、
健
康
を
守
り
、
安
心
し
た
食
生

活
を
送
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
た
も

の
で
す
。

　

元
神
戸
税
関
勤
務
の
柳
澤
尚
さ

ん
を
講
師
に
、「
食
の
安
全
（
輸
入

現
場
か
ら
見
た
）」
と
題
し
て
、
輸

入
食
品
の
現
状
や
、
日
本
の
食
生
活

の
実
態
に
つ
い
て
な
ど
の
講
演
が
さ

れ
、
改
め
て
日
本
の
食
料
自
給
率
の

引
き
上
げ
の
重
要
性
な
ど
を
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
　
　

江
川
地
域
づ
く
り
協
議
会　

安
全
・
安
心
な
食
生
活
の
た
め
に

とても興味深い講演でした

　

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

西
部
地
域
（
新
宿
、
島
脇
、
久
保
、

広
山
、
弦
谷
、
三
原
、
三
ツ
尾
、

東
大
畑
、
西
大
畑
の
９
自
治
会
で

構
成
）
参
画
の
元
気
部
会
が
、
10

月
28
日
、
地
域
の
防
災
を
考
え
る

た
め
の
研
修
と
し
て
、
宍
粟
市
防

災
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
西
部
地
域
の
運
営
委

員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出

さ
れ
た
地
域
課
題
の
中
で
、
す
ぐ

に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て

「
地
域
防
災
」
を
取
り
上
げ
、
ま

ず
は
自
分
た
ち
か
ら
学
習
を
深
め

よ
う
と
の
意
見
か
ら
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
模
擬
火
災
モ

ニ
タ
ー
で
の
消
火
体
験
、
家
庭
の

台
所
を
再
現
し
た
地
震
体
験
室
で

の
体
験
学
習
や
山
崎
断
層
に
つ
い

て
の
学
習
な
ど
、
多
く
の
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

　

研
修
終
了
後
、
今
後
の
取
り
組

み
を
協
議
す
る
な
か
、
防
災
講
演

会
の
開
催
や
自
主
防
災
組
織
の
組

織
づ
く
り
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
ま

ず
は
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
の

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
防
災
講
演
会
を
開
催
す

る
予
定
で
、検
討
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

戸
井
本
部
会
長
は
、「
近
く
に
、

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
施
設
が
あ
っ

た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
研

修
に
よ
っ
て
、
防
災
活
動
は
と
て

も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
し
た
。
今
日
、
学
ん
だ
こ
と

を
、
今
後
の
部
会
活
動
に
生
か
し

て
い
き
た
い
。」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

地
域
の
防
災
を
考
え
る
！

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会　

山崎断層についての説明

　

幕
山
地
域
づ
く
り
協
議
会
に

よ
る
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
幕

山
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
10
月

28
日
、
幕
山
小
学
校
で
開
催
さ

れ
、
約
４
５
０
人
の
参
加
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

体
育
館
会
場
で
は
、「
上
郡
エ

イ
サ
ー
倶
楽
部
て
い
だ
」
に
よ

る
、
沖
縄
音
楽
の
演
奏
や
、
幕

山
小
児
童
ら
に
よ
る
「
よ
さ
こ

い
踊
り
」、
上
月
太
鼓
に
よ
る
和

太
鼓
演
奏
、
獅
子
舞
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終

で
は
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
大

ビ
ン
ゴ
大
会
が
開
か
れ
、
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

幕
山
地
区
の
各
集
落
、
久
崎
地

域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
、

多
く
の
模
擬
店
が
出
店
さ
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
店
で
早
々
に
「
完

売
御
礼
」
と
な
り
ま
し
た
。

「
幕
山
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
を
開
催

幕
山
地
域
づ
く
り
協
議
会　

加
者
全
員
で
ゴ
ミ
を
拾
い
な
が

ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
主
催
者
で
あ
る
「
久

崎
地
域
づ
く
り
協
議
会
・
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
21
く
ざ
き
（
共
催
）」

で
は
、
健
康
と
ふ
れ
あ
い
、
そ

し
て
交
流
を
テ
ー
マ
に
、
今
後

も
い
ろ
い
ろ
な
連
携
事
業
を
展

開
す
る
予
定
で
す
。

足取り軽くウォーキング

■ザ！久崎市の開催■（久崎地域づくり協議会）

　１２月２３日（土）久崎商店街付近で久崎市を計画しています。
　地域ならではの、歳の市である久崎市をお楽しみください。

元気いっぱいのよさこい踊り
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◆　１月１０日は、１１０番の日　◆
　兵庫県警察では、「緊急時　頼れるあなたの　１１０番」を標語として、安全で安心な街を目指して活動しています。
万一、事件事故に遭った場合など緊急時には、ためらわずに１１０番通報をしてください。なお、１１０番通報の際は、で
きるだけ慌てずに落ち着いて、ご自身の住所や名前、事案の内容、被害の程度を伝えるようにしてください。

平
成
19
年
度  

町
消
防
団
南
光
支
団
消
防
操
法
大
会　

日
ご
ろ
の
消
防
活
動
の
成
果
を
発
揮

優勝した南光第 11 分団の演技
　

10
月
21
日
に
南
光
ス
ポ
ー
ツ
公

園
で
、
佐
用
町
消
防
団
南
光
支
団

消
防
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
き
び

き
び
と
し
た
動
作
で
小
型
ポ
ン
プ

の
消
防
基
本
操
作
を
披
露
し
ま
し

た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
。

　

優　

勝　

南
光
第
11
分
団 

　

準
優
勝　

南
光
第
16
分
団 

　

第
３
位　

南
光
第
17
分
団

玄
関
や
勝
手
口
・
自
転
車
・
自
動
車
に
は
必
ず
施
錠
を
し
ま
し
ょ
う　

安
全
で
安
心
な
年
末
年
始
を

　

12
月
に
入
る
と
、
金
融
機
関
か

ら
の
帰
り
道
を
狙
っ
た
、
ひ
っ
た

く
り
な
ど
の
街
頭
犯
罪
や
、
空
き

巣
な
ど
の
侵
入
犯
罪
が
増
加
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
年
末
年
始

で
慌
た
だ
し
い
こ
と
か
ら
、
交
通

事
故
も
増
え
ま
す
。
特
に
、
兵
庫

県
下
で
は
、
高
齢
者
が
亡
く
な
ら

れ
る
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

佐
用
警
察
署
で
は
、
町
内
全
域

で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
て
い
ま

す
が
、 

町
民
の
み
な
さ
ん
も
、
一

人
ひ
と
り
が
犯
罪
被
害
や
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
次
の
事
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

・
外
出
す
る
時
や
、
寝
る
前
に
は

　

玄
関
や
勝
手
口
等
の
施
錠
を
確

　

実
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
、
自
動
車
に
は
施
錠
を

　

し
ま
し
ょ
う
。

・
自
動
車
内
に
は
貴
重
品
を
置
い

　

た
ま
ま
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

・
不
審
な
人
や
、
車
を
見
た
ら
、

　

１
１
０
番
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

○
交
通
安
全

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
確
実
な
装
着

　

を
し
ま
し
ょ
う
。

・
早
め
の
ラ
イ
ト
の
点
灯
を
し
ま

　

し
ょ
う
。

・
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、
絶
対
に
運

　

転
を
し
な
い
。

・
夜
間
、
外
を
歩
く
際
は
反
射
材

　

な
ど
を
付
け
る
な
ど
、
目
立
つ

　

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
警
察
署

　
　
　
　
　
　

☎
82
・
０
１
１
０

平
成
19
年
度  

町
消
防
団
三
日
月
支
団
消
防
操
法
大
会　

　

11
月
18
日
に
三
日
月
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
佐
用
町
消
防
団
三

日
月
支
団
消
防
操
法
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

時
折
、
冷
た
い
突
風
が
吹
き
抜

け
る
中
、
参
加
し
た
自
動
車
ポ
ン

プ
の
部
２
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
７
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
は
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
見
事
な
操
法
を
披
露
し
ま
し

た
。大
会
結
果
は
次
の
と
お
り（
敬

称
略
）。

■
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

三
日
月
第
２
機
動
分
団

●
最
優
秀
賞

　

指
揮
者　

中
山　

彰

　
　
　
　
　
（
三
日
月
第
２
機
動
分
団
）

　

１
番
員　

船
曳
一
成

　
　
　
　
　
（
三
日
月
第
２
機
動
分
団
）

　

２
番
員　

中
山　

一

　
　
　
　
　
（
三
日
月
第
２
機
動
分
団
）

　

３
番
員　

加
藤
裕
輝

　
　
　
　
　
（
三
日
月
第
２
機
動
分
団
）

　

４
番
員　

仲
井
牧
人

　
　
　
　
　
（
三
日
月
第
２
機
動
分
団
）

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

　
　
　

三
日
月
第
３
分
団
第
２
班

　

準
優
勝　

三
日
月
第
６
分
団

●
最
優
秀
賞

　

指
揮
者　

仲
元　

健

　
　
　
　
　
（
三
日
月
第
３
分
団
第
２
班
）

　

１
番
員　

仲
村
卓
真

　
　
　
　
　
（
三
日
月
第
３
分
団
第
２
班
）

　

２
番
員　

広
利　

哲

　
　
　
　
　
（
三
日
月
第
３
分
団
第
２
班
）

　

３
番
員　

中
山
成
仁

　
　
　
　
（
三
日
月
第
６
分
団
）

自動車ポンプの部で優勝の三日月第２機動分団

小型ポンプの部で優勝の三日月第３分団第２班
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　　　　救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

やけど ( 熱傷 ) の程度と症状について
　寒くなって暖房器具を使う機会が多くなっています
が、この時期、気をつけたいのがやけどです。ストーブ
に触れたり、やかんのお湯がかかったりと、ちょっとし
た不注意でやけどは起こります。
　今回は、やけどの程度と症状についてお知らせします。
程度と症状
　やけどが軽いか重いかは、やけどの深さと広さで決ま
ります。
１．深さ　やけどの深さを、Ⅰ度 (いちど )、Ⅱ度 (にど )、
　　　　　Ⅲ度 ( さんど ) と数字で表します。
　【Ⅰ度】　一番浅いやけどです。日焼けと同じで、皮膚
　　が赤くひりひりと痛みますが、水ぶくれは出来ませ
　　ん。よく冷やすだけでほとんどは自然になおります。
　【Ⅱ度】　中くらいの深さのやけどです。激しい痛みと
　　水ぶくれが出来るのが特徴です。この水ぶくれは傷
　　口を保護していますので破いてはいけません。水で
　　冷やしたあとガーゼやタオルで覆い、早く病院へ行
　　ってください。広い時は救急車を呼んでください。
　【Ⅲ度】　最も深いやけどです。水ぶくれにはならず、
　　皮膚が真っ白になったり、ときには黒くこげてしま
　　ったりします。やけどがここまで深くなると、かえっ
　　て痛みを感じなくなります。すぐに１１９通報し、
　　冷やしながら救急車を待ってください。
２．広さ　やけどの広さ (体の表面積 )を㌫で表します。
　　　　　体全体が 100㌫です。
　【大人】９の法則を使います。
　　体の各部分を９㌫として計算し、広さを調べます。
　【乳幼児】１０の法則を使います。
　　体の各部分を１０㌫と２０㌫として計算し、広さを
　　調べます。

重症と判断するとき
・Ⅱ度のやけどで、体の 30㌫以上がやけどしている場合
・Ⅲ度のやけどで、体の 10㌫以上がやけどしている場合
・顔、手、足のやけど
・気道のやけど (鼻毛がこげていたり、口の中にススが見られたとき )
・老人や子どもは、Ⅱ度 10㌫以上、Ⅲ度５㌫以上で重症と判断します。

■お問い合わせ　　消防署　☎８２-３８７２

「火の用心で明るい新年を迎えましょう」年末火災特別警戒実施中

■
パ
ッ
カ
ー
車
を
更
新

　

町
内
の
収
集
は
、「
燃
え
る
ご

み
」
は
パ
ッ
カ
ー
車
２
台
、「
燃

え
な
い
ご
み
」
は
ダ
ン
プ
車
２
台

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
の
パ
ッ
カ
ー
車
１
台

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
購
入
額

は
４
７
０
万
円
。
環
境
に
や
さ
し

い
新
型
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
、「
作

業
中
」
の
表
示
灯
、
後
方
確
認
モ

ニ
タ
ー
を
装
備
し
、
安
全
性
も
向

上
し
て
い
ま
す
。

■
木
製
パ
レ
ッ
ト
の
取
り
扱
い

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
不
要
と

な
る
木
製
パ
レ
ッ
ト
は
、
産
業
廃

棄
物
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

排
出
さ
れ
る
事
業
所
な
ど
で
は
、

処
理
お
よ
び
そ
の
委
託
の
取
り
扱

い
も
変
更
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
29
日
（
土
）
臨
時
受
付

　

12
月
29
日
は
土
曜
日
で
す
が
、

「
燃
え
る
ご
み
」「
燃
え
な
い
ご
み
」

共
に
搬
入
の
受
付
を
し
ま
す
（
各

集
落
へ
の
収
集
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

年
末
の
搬
入
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
「
燃

え
る
ご
み
」
と
「
燃
え
な
い
ご

み
」
に
分
別
の
ご
協
力
お
願
い
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
２
９
３

■年末年始のクリーンセンター業務のご案内
収集 直接搬入受付

12 月 28 日 ( 金 ) まで 通常
業務 ○ ○

9時～ 16 時 30 分

12 月 29 日 ( 土）※ 臨時
開庁 休み ○

9時～ 16 時 30 分
12 月 30 日 ( 日 ) ～
 　　 1 月    3 日 ( 木 ) 休業

1月 4日 ( 金 ) から 通常
業務 ○ ○

9時～ 16 時 30 分
　　　　　　　　　　　（可燃物・不燃物共に受入）
　年末は搬入されるかたが増えますので、あらかじ
め燃えるもの・燃えないものを別けて、搬入くださ
いますようお願いいたします。

■祝祭日の業務
　月曜日～金曜日と祝祭日が重なった場合は、年末
年始を除いて通常業務を行っています。

収集 直接搬入受付
12 月 24 日 ( 月 )
　　　　　振替休日

通常
業務 ○ ○

9時～ 16 時 30 分
  1 月 14 日 ( 月 )
　　　　　成人の日

通常
業務 ○ ○

9時～ 16 時 30 分

佐
用
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

更新されたパッカー車
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    12 月  December  師走    １月     January     睦月

　

10
月
26
日
に
上
月
文
化
会
館

で
、
〜
音
を
感
じ
ま
し
ょ
う
〜

を
テ
ー
マ
に
、
兵
庫
県
認
定
音

楽
療
法
士
の
寺
村
久
美
子
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー

「
親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

寺
村
先
生
と
子
ど
も
た
ち
と

の
、
手
を
触
れ
な
が
ら
の
あ
い

さ
つ
で
雰
囲
気
も
な
ご
み
、
い

ろ
い
ろ
な
楽
器
や
道
具
を
使
っ

て
、
親
子
が
お
互
い
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
あ
え
る
内
容
を
た
く

さ
ん
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
が

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
く
笑
顔
に
な
り
、

そ
の
子
ど
も
を
微
笑
ま
し
く
見

守
る
お
か
あ
さ
ん
た
ち
の
顔
が

と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
「
音
」
は
私
た
ち
の
生
活
の
な

か
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

お
母
さ
ん
の
口
か
ら
生
ま
れ
る

歌
や
お
話
、
楽
し
そ
う
に
弾
む

声
を
た
く
さ
ん
聞
か
せ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
い
っ
し

ょ
に
か
ら
だ
を
動
か
し
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
に
と
っ

て
そ
れ
が
一
番
幸
せ
な
「
虹
色

の
音
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
あ
わ
せ
て
開
催
し
た
、

牛
乳
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
工

作
で
、「
プ
ク
プ
ク
く
じ
ら
く
ん
」

を
作
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
同

じ
よ
う
で
同
じ
で
は
な
い
楽
し

い
作
品
に
な
り
ま
し
た
。
ち
ょ

っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
で
家
庭
で

も
簡
単
に
工
作
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
、
遊

び
の
ヒ
ン
ト
は
家
の
中
に
も
た

く
さ
ん
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

★
０
歳
児
親
子
教
室
参
加
者
募
集

　

初
め
て
の
子
育
て
は
不
安
な

も
の
。
マ
マ
プ
ラ
ザ
で
は
、
毎

月
０
歳
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
が

集
ま
っ
て
仲
間
作
り
を
し
て
い

ま
す
。
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し

合
っ
て
楽
し
い
子
育
て
し
ま
せ

ん
か
？
詳
し
く
は
、
各
マ
マ
プ

ラ
ザ
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

●
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
対
象　

幼
児
・
小
学
生

●
そ
の
他　

申
込
不
要

■
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
12
月
の
お
は
な
し

　
　
「
ド
ブ
レ
山
の
ね
こ
」

■
大
き
い
人（
小
学
３
年
生
以
上
）

●
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
３
時
〜
３
時
30
分

●
場
所　

図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

●
12
月
の
お
は
な
し

　
　
「
お
月
さ
ま
の
話
」

※
そ
の
他　

い
ず
れ
も
申
込
不
要

●
日
時　

12
月
22
日(

土)

　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

●
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
会
議
室

●
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も　

　
　
　
　
　
（
親
の
参
加
も
可
）

●
12
月
の
お
り
が
み　

　
　
「
ペ
ン
ギ
ン
」

●
そ
の
他　

申
込
不
要

  

お
り
が
み
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

年
末
年
始
は
休
館
日
が
続
き
ま

す
の
で
、
12
月
14
日
（
金
）
か
ら

27
日
（
木
）
の
間
に
限
り
、
貸
出

数
の
上
限
を
撤
廃
し
ま
す
。

　

新
年
は
１
月
５
日
（
土
）
か
ら
、

通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。

　

な
お
、
休
館
中
の
図
書
の
返
却

は
、
返
却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

楽しかったリズム遊び

　 

12
月
の
巡
回
日
は

　
　
　
　
　

15
日(

土
）
で
す
。



21

　

佐
用
町
に
お
け
る
平
成
19
年
度
上

半
期
の
要
介
護
認
定
の
結
果
を
み
る

と
表
Ⅰ
の
と
お
り
。
骨
・
関
節
疾
患

（
骨
折
と
変
形
性
関
節
症
）
と
認
知

症
が
ほ
と
ん
ど
同
数
で
、
最
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
骨
・
関
節
疾
患
に
つ
い
て

　

骨
・
関
節
疾
患
は
大
腿
骨
骨
折
（
ふ

と
も
も
の
付
け
根
の
骨
折
）
と
腰
や
膝
の

変
形
と
痛
み
、
ま
た
、
背
骨
の
圧
迫

骨
折
に
伴
う
変
形
と
痛
み
か
ら
、
歩

行
や
起
き
上
が
り
、
立
ち
上
が
り
な

ど
の
移
動
動
作
が
困
難
に
な
っ
て
き

た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
根
本
に
あ

る
の
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
と
加
齢
に

伴
う
足
腰
の
筋
力
低
下
で
す
。
そ
れ

を
予
防
す
る
運
動
と
し
て
、
歩
く
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
歩
く
こ
と
は
、

持
久
力
の
向
上
や
筋
力
維
持
に
つ
な

が
り
ま
す
が
、
低
下
し
た
足
腰
の
筋

力
を
増
強
さ
せ
る
に
は
、
や
は
り
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
す
。

２
．
認
知
症
に
つ
い
て

　

骨
・
関
節
疾
患
と
並
ん
で
多
い
の

が
認
知
症
で
す
。

　

介
護
認
定
の
結
果
、
介
護
状
態
は

軽
度
（
要
支
援
状
態
）
が
６
人
と
少

な
く
、
す
で
に
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
か
た
（
要
介
護
１
〜
５
）
が
そ
れ

ぞ
れ
約
25
人
ず
つ
と
な
っ
て
い
て
、

薬
が
き
ち
ん
と
飲
め
な
い
、
何
回
も

同
じ
こ
と
を
聞
い
た
り
言
っ
た
り
す

る
な
ど
の
症
状
に
気
づ
い
て
か
ら
、

申
請
さ
れ
た
結
果
と
い
え
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
そ
の
原
因
が
脳
細
胞

の
器
質
的
変
化
に
よ
る
も
の
で
す

が
、
ど
う
し
て
脳
細
胞
が
病
的
に
変

化
す
る
の
か
は
、
ま
だ
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
認
知
症
を
予
防
し
た
り
、

進
行
を
遅
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
認
知
症

に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
（
ハ
イ
リ

ス
ク
の
人
）
や
、
ご
く
軽
度
の
認
知

症
は
、
運
動
、
栄
養
、
脳
の
訓
練
で
、

効
果
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て

い
ま
す
。

３
．
脳
血
管
疾
患
に
つ
い
て

　

脳
血
管
疾
患
は
、
脳
梗
塞
、
脳
出

血
な
ど
に
よ
る
後
遺
症
か
ら
、
要
介

護
状
態
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
れ

ら
の
原
因
が
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

高
脂
血
症
等
が
あ
る
と
な
り
や
す
い

こ
と
は
す
で
に
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
87
・
８
０
２
０

●大人向けの本
　ウェブ炎上　－ネット群集の暴走と可能性
　　　　　　　　　　　　   荻上チキ／著　筑摩書房
　吾妻鏡事典　　　   　　佐藤和彦／編　東京堂出版
　信長は本当に天才だったのか　工藤健策／著　草思社
　サンディ・ワイル回顧録　上・下　－世界最大の金融
　　　帝国を築いた男　
　　　   サンディ・ワイル／著　日本経済新聞出版社
　ノモンハンは忘れられていなかった　－六十七年後の今
　　　　　　　　　　　　　   小山矩子／著　文芸社
　写真でみる参議院六十年のあゆみ　
　　参議院六十周年記念事業実施委員会／編　参議院事務局
　いちばんやさしい投資信託スタートＢＯＯＫ　最新版　２００７
　　マネープラス編集部／編　角川ＳＳコミュニケーションズ
　なぜ若者は「半径１ｍ以内」で生活したがるのか？ 
　　　　　　　　　　　　   岸本裕紀子／著　講談社
　身近な人が「心の病」か迷ったときに読む本　
　　　　　　　　　　　　　   磯部　潮／著　小学館
　子どもの「パン食」は今日からおやめなさい！　
　　　－栄養学不要論　　　   　   幕内秀夫／著　講談社

　おいしさをつくる「熱」の科学　－料理の加熱の「な
　　　ぜ？」に答えるＱ＆Ａ   　   佐藤秀美／著　柴田書店
　定年から始める男の料理　北　連一／著　有楽出版社
　赤ちゃんにやさしいお産選び　－お医者さんは、教えて
　　　くれない大切なこと     二村元夫／著　チクマ秀版社
　「兵士」になれなかった三島由紀夫　
　　　　　　　　　　　　　   杉山隆男／著　小学館
　十二の嘘と十二の真実　あさのあつこ／著　徳間書店
　探偵、暁に走る　　　　   東　直己／著　早川書房
★妖しい詩韻　　　   内田康夫／著　角川春樹事務所
★夢見る黄金地球儀　　   海堂　尊／著　東京創元社
　消失　第２巻　－金融腐蝕列島　完結編　
　　　　　　　　　   高杉　良／著　ダイヤモンド社
■書庫の母　　　　　　　　   辻井　喬／著　講談社
　歪んだ顔　　　　　　　   西村京太郎／著　双葉社
▲いつかは恋を　　　　　　   藤田宜永／著　講談社
　天璋院篤姫　上・下　　   宮尾登美子／著　講談社
　超高層ホテル殺人事件　森村誠一／著　有楽出版社
　がんから５年　－「ほどほど」がだいじ
　　　　　　　　　　　   　岸本葉子／著　文芸春秋
　平和とは非凡な幸運　　　   曽野綾子／著　講談社
　神様はアフガニスタンでは泣くばかり　－シリン・ゴ
　　　ルの物語　　　シバ・シャキブ／著　現代人文社

●子ども向けの本
　辞典・資料がよくわかる事典　－もっと楽しくなる調べ
　　　方のコツ　　　　深谷圭助／監修　ＰＨＰ研究所
　おさるのジョージしょうぼうしゃにのる
　　　　　   　Ｍ．＆Ｈ．Ａ．レイ／原作　岩波書店
　ピーターと影泥棒　上・下　
　　　　　　　　   デイヴ・バリー／著　主婦の友社
▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

2007.10.20 ～ 11.16 受け入れ分の一部

要
介
護
の
３
大
原
因
は
、
骨
・
関
節
疾
患
、
認
知
症
、
脳
血
管
疾
患
!!

（表Ⅰ）　要介護状態となった原因
　（平成 19 年度上半期佐用町要介護認定の結果から）

疾　患　名
要支援 要　介　護

計
1 2 1 2 3 4 5

骨折・変形性関節症 17 55 19 18 16 7 5 137
認知症 3 3 33 27 26 20 23 135
脳血管疾患 5 12 20 15 14 23 18 107
廃用性症候群 2 9 6 3 6 7 13 46
脊柱管狭窄症 7 9 5 1 2 3 0 27
心疾患 1 6 6 8 3 2 0 26
がん末期 2 5 7 5 0 2 5 26
その他 16 29 18 18 13 13 9 116
　計 53 128 114 95 80 77 73 620

　

介
護
予
防
も
こ
れ
に
つ
き
る
!?
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南光歯科保健センター
◆受　付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時３０分から午後５時まで
◆診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時
　　　　　 から午後５時まで
◆歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８-１１８０（いい歯を）

　佐用町いずみ会三日月グループの「夏の三種盛り
そうめん」が「第 19 回兵庫のまつり　ふれあいの
祭典　いきいき料理コンクール～食で育む 元気なひ
ょうご～」で、西播磨地域の特産品を使った食文化
を伝えるアイディア料理の、努力賞に入選しました
ので紹介します。 

■ ■  ■   作り方  ■  ■ ■
【食べるいり干し入りサラダ】
１．いり干しをフライパンに入れ、弱火でじっくり
　　と炒り、カリッとなったらできあがり。
２．ブロッコリーとパプリカは、一口大に切り、熱
　　湯にくぐらす程度にゆでる。
３．器にレタスを敷き、ブロッコリー、パプリカ、　
　　プチトマト、かいわれ大根、いり干しを盛る。

【蒸しナスのきな粉まぶし】
１．ナスは縦半分に切り、水に浸しアク抜きをする。
　　フライパンに少量の水を入れ、ナスを並べたあ
　　とフタをして蒸す。さいばしでつまんで、軟ら
　　かくなれば火からおろし、半分を十の字に切り
　　８等分に切る。
２．きな粉に、少量の塩と砂糖を入れ、混ぜたもの
　　を蒸し、ナスにかける。

【ドレッシング】
１．玉ねぎとニンニクを薄くスライスしたものを、
　　アメ色ぐらいまで炒める。
２．５つの調味料をひと煮立ちさせ、炒めたものと
　　一緒にミキサーにかけてできあがり。
　　皿にソーメン、食べるいり干しサラダを盛り、
　　ドレッシングをかける。最後に蒸しナスのきな
　　粉をまぶして盛る。
郷土の食材を使った料理紹介

地元の食材を使った、アイディア料理を作ってみよう !! 

★献血のお願い★

     
 
　 10:00 ～ 11:30　役場南光支所
　 13:00 ～ 13:45　センターひまわり
　 14:30 ～ 15:30　尾崎病院

　■お問い合わせ　
　　　健康課　　☎８７-８０２０

12月18日（火）

■ ■  ■     材料（1 人分）
・ソーメン（1束）　　50 ｇ
・食べるいり干し入りサラダ
　いり干し３ｇ　レタス 2枚　プチトマト 3 ｺ
　パプリカ 1/4 ｺ　ブロッコリー 1/10 ｺ　
　かいわれ 1/5 パック
・蒸しナスのきな粉まぶし
　なす 1 ｺ　　きな粉 10 ｇ　　砂糖少々
・ドレッシング
　玉ねぎ（中）35 ｇ　　ニンニク 1/4 片　　
　サラダ油大 1/4　水大１　　みりん小１　
　しゅうゆ小１と 1/2 酢小１強　昆布茶少々

夏の三種盛りそうめん

　　　健康さよう２１講演会
テーマ　「大豆を食べて生活習慣病予防を」

■とき　１２月１６日 ( 日）午後１時３０分～午後４時
■ところ　上月文化会館２階大ホール
■内容　・８０２０達成者表彰（午後１時４０分～）
　　　　・健康づくり実践発表（午後１時５０分～）
　　　　　　佐用町長尾　池田武夫さん
　　　　・基調講演（午後２時１０分～）

　「大豆のふるさとは歯が丈夫 -世界調査
　  でわかったメタボ対策 -」
　　　　京都大学名誉教授　家

やもり ゆ き お

森幸男さん
　■その他　ふれあいの里上月のもち大豆を
　　使った豆腐、減塩みそ汁の試食ができます。
　■お問い合わせ

　　　　　　　　　健康課　☎８７-８０２０

入  場
無  料

家森幸男さん

三日月焼き コンニャクとゴボウの白和え
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　★すくすく健康相談
　　　　　　　　（平成 19 年 6月生まれ）
　　１２月１４日（金）13：30 ～

★４カ月児健診　　　 （平成 19 年 8月生まれ）
　　１２月１７日（月）13：30 ～

★ 1歳 6カ月児健診（平成 18年 4月～ 5月生まれ）
　　１２月１８日（火）13：00 ～

★ヨチヨチ健康相談　（平成18年12月生まれ）
　　１２月２１日（金）13：30 ～

★０歳児クラス　　　 　 （２カ月～１歳未満）
　　１月７日（月）２カ月～６カ月児 　10：00 ～ 11：30
　　　　　 　　７カ月～１歳未満児　10：30 ～ 12：00

★ぱくぱく離乳食教室
　　　　　　　（すくすく健康相談後～１歳５カ月未満）
　　１月１０日（木）10：00 ～
※いずれも場所は上月保健福祉センター

　
　睡眠をしっかりとれていますか？
　睡眠不足は心身の健康バランスを崩し、生活の質
に大きな影響を与えます。
寝不足の影響
・免疫力が下がる→かぜ等感染症にかかりやすい
・身体機能に影響→高血圧と糖尿病など生活習慣病の
　リスク増加
・意欲が低下したりうつ状態に→社会的活動ができに
　くくなる
・集中力や注意力が低下→もの忘れやけがの原因に
　睡眠には、１日の疲れがたまった心身を修復する
役割があり昼間に活発に働く大脳も、眠りによって
休息しますのでとても大切です。
質の良い睡眠を
　睡眠には浅い眠りの状態の「レム睡眠」と、深い
眠りの状態の「ノンレム睡眠」の２つのパターンが
あり、個人差はありますがその周期は１時間半です。
質の良い睡眠のためには、ノンレム睡眠のときによ
り深く眠り、脳を十分に休息させることが大切です。
　また眠りの浅くなったレム睡眠のときに起きると、

すっきりとした目覚めとなります。例えば、眠りに
つくまで３０分かかると仮定すると、目覚めのよい
朝を迎えるには６時間半か８時間の睡眠が最適とい
うことになります。起床する時間から逆算して就寝
するのもいいかもしれません。
安眠のための工夫
①寝室の環境（温度・湿度、光、音、寝具等）を快
　適なものにする。
②適度な運動を心がける（寝る前には、緊張をほぐ
　す効果のあるストレッチなどがよい。）
③ぬるめのお湯にゆっくりつかり心身の緊張をほぐす。
④適度な食事、趣味や音楽などで気分転換する。
⑤夕食後はたばこやカフェイン（コーヒー・紅茶など）
　をひかえる。
⑥なるべく決まった時間に眠る。
⑦布団に入ったらリラックス。「眠
　らなければ」などと考えすぎない。
⑧夕食後は水分を摂りすぎない。
　『健康さよう２１』では、睡眠によって休養が十分
にとれていない人を減らすことをめざしています。

赤ちゃんとママの行事■■ 佐用健康福祉事務所 ■■

行事カレンダー（12 月 10 日～１月 9日分）

●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　11 日（火）13:30 ～ 15:30
●こころのケア相談（要予約）
　　13 日（木）14:00 ～ 17:00　
●アルコール相談（要予約）
　　13 日（木）13:30 ～ 15:30
●あさぎり家族会 ( 精神障害者家族会 )　　
　　14 日（金）13:30 ～ 16:00　
●専門的栄養相談（要予約）
　　18 日（火）10:00 ～ 11:30
●犬の引き取り
　　19 日（水）10:00 ～ 10:30
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　20 日（木）13:30 ～ 15:30
●ディ・ケア ( 精神障害者社会復帰訓練事業 )
　　1月８日（火）13:30 ～ 15:30　
　
※いずれも場所は佐用健康福祉事務所
■お問い合わせ　
　　佐用健康福祉事務所　　☎８２-２６２１

  健康に欠かせない「睡眠」

携帯電話でもご覧いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲコー
ドを読み込んで町ホームページアドレスに接続してく
ださい。
※詳しい撮影方法は各携帯電話の取り扱い説明書をご確認ください。
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明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　１１月１４日に池田春雄さん（上
長尾）ほか２人の有志のかたが、佐
用小学校下の交差点の花壇に葉ボタ
ンを定植しました。
　毎年、この時期になると、この花
壇に約２００株と、横坂の佐用イン
ターバス停付近の花壇に、約８００
株の葉ボタンを定植しています。
　この葉ボタンは、信号待ちのドラ
イバーや、バスの利用者などの目を
楽しませています。

花壇に葉ボタンがあざやかに     － 佐用小下交差点 －

　佐用朝霧園では、このほど、利用者と江川保
育園児１４人との交流運動会を行いました。
　運動会では、おじいちゃんおばあちゃんと園
児たちが仲良く、玉入れをしたり、パン食い競
争をしたりして、楽しいひとときを過ごしまし
た。
　参加した利用者は、「かわいい子どもたちと
一緒に運動会ができて、本当に楽しい時間を過
ごしました。これからも健康に気をつけて、来
年も元気で参加できるようにしたいです」と話
していました。

楽しかったよ運動会 － 佐用朝霧園と江川保育園 －

　笹ヶ丘公園内のすべり台「ビッグスライダー」がイル
ミネーションで飾られ、夜の公園にきれいに浮かび上がっ
ています。
　このイルミネーションは、千種川に架かる旧双観橋 ( 久
崎 ) に飾られ、冬の風物詩として親しまれていたもので、
１１月１４日、ボランティアグループ ｢千種川ネットワー
ク ( 代表 : 山西薫さん・久崎 )｣ によって、飾りつけが行
われました。
　メンバーのみなさんは、「このイルミネーションを見て
いただいて、地域に少しでも活気がでればいいですね」「初
めて付けて見たので、出来ばえはみなさんに喜んでいた
だけるかどうか分かりませんが、今後も継続して、もっ
と良いものにしたいです」と話していました。

ビッグスライダーにイルミネーション　　　　 　－  千種川ネットワーク  －

イルミネーションを取り付けるメンバー

見事な葉ボタンが並びました

元気いっぱいエビカニックス体操



25

　１１月１１日に南光地域安川集落で、消防団と消防署の合同消
火訓練が行われました。
　これは、特別養護老人ホーム「はなみずき」周辺で火災が発生
し、折からの強風にあおられ周辺に延焼拡大の通報を受けた消防
署と地元消防団、要請を受けた町内機動分団が連携して消火活動
を行うという想定で実施されたものです。
　午前７時５５分、火災発生の防災無線を合図に、１１台の消防
車両と１１５名の消防団員・消防署員が４カ所の水利から一斉に
ホースを延長し、迅速に放水を行いました。

実践さながらの消火活動を披露　　　　　    －  消防団・消防署合同消火訓練  －

実践さながらの放水

　１１月１７日に上月中学校家庭科室で、町国際交流協会主催の外国料理教室が開催されました。
　中国のハルピン出身で佐用町家内在住の劉黎黎 ( りゅうれいれ
い ) さんを講師に、中国家庭料理の水餃子、マーボー豆腐、春雨
サラダを作りました。
　水餃子は、皮から作るという本格的なもので、１９人の参加者
は最初皮がうまくのばせず苦心しましたが、何枚か作るうちにう
まくできるようになりました。参加者は、「とてもおいしかった。
本場の味を日本で味わうことができて、感激しました。ぜひ、家
に帰って家族に作ってあげたい」と話していました。
　みんなで試食をした後、劉黎黎さんに中国のお茶の作法をみせ
ていただき、おいしい中国茶を飲みながら楽しい時間を過ごしま
した。

外国料理教室で国際交流　　　　　　　　　　　　    － 町国際交流協会 －

講師の劉黎黎さん（写真右）と参加のみなさん

家庭内の防火のために       　　　　    － 第２回佐用町女性防火クラブ安全安心大会 －
　各集落の婦人防火委員で構成する、佐用町女性防火クラブ ( 小林君江会長・茶屋上 ) は、家庭での防火を
通して、安全・安心な地域づくりをめざすことを目的とした団体で、このほど佐用町合併後２回目となる『安
全・安心大会』を佐用町コミュニティ防災センターで開催しました。
　大会には、来賓を含め約１２０人が参加し、第１部では、
広報さよう 11 月号で紹介した防火ポスターコンクール入選
者の表彰を行いました。また、自らも阪神淡路大震災の経
験者で、この震災を広く伝えていくため、ボランティアで
語り部をされている、フリーライターの皆元初香さんによ
る「震災からの教訓―災害の被害を最小限にとどめるため
に」と題した講演も行われました。
　第２部では体験学習として、煙の充満した部屋からの避
難や起震車による地震体験を行いました。最後に防火宣言
を採択し、全員で防火を誓いました。

体験をもとに話される皆元初香さん
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　方消費税の納税証明書）
　町内業者は納税証明書を添付（町
　民税、固定資産税）
■提出方法　
①持参または郵送（郵送の場合は、
　２月２０日までに必着のこと）。
②申請書類は①から⑨の番号順にＡ
　４ファイルに綴じること・色指定
　なし・ファイル背表紙に工事、測
　量の別と業者名を記入のこと。
③郵送で受領書が必要な場合は、返
　信用ハガキ又は封筒８０円切手を
　貼付の上同封すること。
■提出部数　各１部
■その他
　変更届（経審の変更含む）は、随
時受付していますので下記のとおり
提出してください（様式については
統一様式）。
①名称、代表者名、本店の住所変更
　をした場合は、商業登記簿謄本　
　（写）を添付してください。
②個人の住所の変更をした場合は住
　民票（写）、氏名の変更をした場
　合は戸籍謄本（抄本の写）を添付
　してください。
③営業所の名称、受任者、郵便番号、
　所在地、電話番号等を変更した場
　合は、速やかに届出てください。
④建設業許可の内容を変更した場合
　は、許可内容を証明する書類を添
　付してください。
■提出先及び問い合わせ
　財政課　　☎ ８２- ０８２０
　　　　　　FAX ８２- ０１３１
※受付期間前・終了後に郵送などで
到着した場合は受付できません。返
送しないためご注意ください。
※追加受付は行いません。（町内業
者に限り翌年の２月を予定）
※物品の製造、買い入れ、売り払い、
役務提供等については受付しません。
　次のホームページでもご覧になれ
ます。http://www.town.sayo.lg.jp

11 月 20 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
10 月 21 日から 11 月 20 日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます

１２月６日～１月 5日

人のうごき
10 月 21 日から 11 月 20 日届出分　敬称略

人　口　２１，１２８人（－２４）
　　　　　男 １０，０８７人   （　－６）
　　　　　女 １１，０４１人   （－１８）

　世帯数　　７，３４８戸（　－２）

　１１月中の移動
      出生 　　９人　死亡 　３２人
      転入 　３３人　転出 　３４人

月
日

曜
日 内　　　容 場　　　所 時　　間

4 火
特設人権・登記相談所

三日月文化センター
13：00 ～ 16：005 水 上月支所

6 木 南光文化センター

9 日
第１回さようマラソン＆ウォーク 三日月中学校周辺コース   8：50 ～
熊本マリピアノリサイタル スピカホール 14：00 ～

12 水
特設人権・登記相談所 佐用町保健センター 13：00 ～ 16：00
福祉相談 南光地域福祉センター 13：30 ～ 16：00

13 木 高年大学南光教室 南光文化センター 10：30 ～
15 土 西播磨人権のつどい さよう文化情報センター 13：30 ～
16 日 健康さよう２１講演会 本紙Ｐ 22 をご覧ください

18 火

高年大学三日月教室 三日月保育園 10：00 ～
献血 本紙Ｐ 22 をご覧ください

行政相談
役場本庁舎２階相談室

13：00 ～ 15：00南光文化センター会議室
三日月文化センター

19 水
高年大学上月教室 上月文化会館 10：00 ～
行政相談 役場上月支所１階相談室 13：00 ～ 15：00

20 木 高年大学佐用教室 さよう文化情報センター 10：00 ～
23 日 ザ・久崎市 久崎商店街周辺 11：00 ～ 15：00
25 火 弁護士相談 佐用町地域福祉センター 13：00 ～ 15：30
1/5 土 ２００８年佐用町成人式 本紙Ｐ４をご覧ください

 兵庫県民総合相談センター
　　　－お気軽にご利用ください－
●さわやか県民相談
　　　☎０１２０-１６- ７８３０
●法律、登記、家事、納税、労働相談
　　　☎０１２０-２- ８１６１０
●高齢者相談
　　　☎０１２０-２- ８１６１０
※このほかさまざまな相談窓口もあ
　ります。
■時間　午前９時～午後５時３０分
■お問い合わせ
　兵庫県民総合相談センター
　☎０７８-３６０- ８５１１
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　放送大学は、テレビ・ラジオを利
用して授業を行う通信制の大学で
す。いろいろな年代や、さまざまな
人たちへのニーズに応える科目を
３７０科目以上用意し、１科目から
選べます。
■募集内容
　平成２０年度第１学期学生
■出願受付期間
　１２月１５日（土）～
　平成２０年２月２９日（金）必着
■お問い合わせ
　放送大学姫路サテライトスペース
　☎０７９-２８４- ５７８８

　佐用高校農業学科と家政科では、
日ごろの地域のみなさんのご協力に
感謝し、「感謝即売会」を開催します。
■とき　１２月１１日（水）
　　午前１１時～正午
■ところ　佐用高校前庭
■販売するもの　鶏卵、キムチ、パ
　ンジー苗、ミニ葉ボタン、農産物、
　家政科手づくり作品など
■その他　焼いも無料配布
■お問い合わせ　
　佐用高校　☎８２-２４３４

■とき　２月 1０日 ( 日 )
■ところ　兵庫県立大学
　姫路書写キャンパスほか
■試験種類　甲種、乙種第１類
　～第６類、丙種
■お申し込み方法　願書は消防署に
用意しています。申請者による郵送
または持参となります。
■お申し込み期間
　１月４日 ( 金 ) ～１１日 ( 金 )
■お申し込み場所
( 財 ) 消防試験研究センター兵庫県支

部（郵送は受付最終日の消印有効、持
参は土、日、祝日を除く９時～１７時）
■お問い合わせ
　消防署　☎８２-３８７４

平成２０・２１年度の建設工事、
測量・建設コンサルタント等業務の
入札参加資格審査申請書を下記の要
領で受け付けます。
■受付期間等
(1) 受付期間
　平成２０年２月１日（金）から
２月２０日（水）まで（ただし、
土曜、日曜及び祝日を除く）。
(2) 受付時間
　午前９時から正午及び午後１時
から午後４時まで。

■有効期間
平成２０年度、２１年度の２カ年。

■申請方法（提出書類）
(1) 建設工事に係る資格審査の申請
  書及び添付書類
①一般競争 ( 指名競争 ) 参加資格審
査申請書 ( 建設工事）
②経営事項審査結果通知書の写
③業態調書
④営業所一覧（委任状添付）
営業所ごとに「許可を受けた建設
業の種類」が記載されているもの。
（取引を行う支店に赤でチェック
を入れること。）

⑤建設業の許可書の写し
⑥工事経歴書（経審添付用工事経歴
書の写で代替可）
⑦監理・主任技術者名簿
⑧登記簿謄本（法人の場合のみ）
⑨納税証明書その３（消費税及び地
方消費税の納税証明書）
※町内業者は納税証明書（町民税、
固定資産税）、１業者１業種の受け
付けによって、入札参加資格業種選
択届を添付
(2) 測量等（測量・建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等）
に係る資格審査の申請書及び添付
書類
①一般競争（指名競争）参加資格審
査申請書（測量・建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ等）
②登録証明書の写
③業態調書
④営業所一覧（委任状添付）
取引を行う支店に赤でチェックを
入れること。
⑤技術者経歴書
⑥測量等実績調書
⑦登記簿謄本（法人の場合のみ）
⑧財務諸表類
※財務諸表類は、原則として直前１
年間の事業年度分に係るもの。
⑨納税証明書その３（消費税及び地

自宅がキャンパス
「放送大学」学生募集

佐用町役場 (代表）　       ☎  82-2521
FAX 82-0131

税務課　　　　　　　　☎ 82-0662
財政課 　　　　　　　   ☎ 82-0820
消防署     　　             　   ☎ 82-3874
佐用高校　　　　         ☎ 82-2434
放送大学姫路サテライトスペース

☎079-284-5788
兵庫県民総合相談センター

   ☎078-360-8511

12月 25日（火）です

※納期限を過ぎた場合は、督促状
　を発行します。
　また、納期限から納付日までの
　延滞金（年率 14.6％）も納めて
　いただくことになります。

固定資産税第３期分
国民健康保険税第６期分
の納期限は

―  今月の納税相談日   １２月２１日（金）―
受付時間：午前 8時 30 分～午後 5時
受付場所：役場本庁舎税務課
災害・盗難・疾病・失業や廃業など

によって納期限までに町税及び国保税
が納められない場合は、納税相談に応
じます。
■お問い合わせ
　税務課収納係　☎８２-０６６２

介護保険料（普通徴収）第 6期分の
　　納期限は１２月２５日（火）です
■お問い合わせ

　　　健康課　☎８７-８０２０

危険物取扱者試験

平成２０・２１年度
入札参加資格申請

佐用高校感謝即売会



見えた！ホームズ彗星
　写真は１０月２５日
に、それまでの明るさ
から短時間で約４０万
倍も増光したホームズ
彗星です。
　彗星といえば、太陽
の反対方向に長く引く
尾が印象的ですが、こ
のホームズ彗星には見
られません。これは太
陽から遠ざかりつつあ
る彗星を、ほぼ正面か
ら見ているためです。
　見た目の大きさが徐々に大きくなっていて、１１月上
旬には口径２㍍のなゆた望遠鏡で見ると、視野に入りき
らないほどでした。肉眼でも見ることができたこの彗星、
はたして、みなさんがこの記事を読むころには、どのよ
うな姿を見せてくれるのでしょうか。
　　　　　西はりま天文台　嘱託研究員　前野将太
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天文クイズ
ホームズ彗星が突発的に明るくなりましたが、
このような現象を何と言うでしょう？ 
　(1) スターバースト　　 (2) アウトバースト 
　(3) ガンマ線バースト　 (4) タイヤバースト 
先月号の答え　　(2) スッピンモーター

車とボール遊びが大好きです。２人のお姉ちゃんに
日々鍛えられて、元気に成長しています。
いつまでも３人仲良くしてくださいね。
　　　　　　　　　　　　　　　　　パパとママより

編集・発行 /佐用町役場　広報委員会 〒679-5380　兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1 ☎ 0790-82-2521( 代 )
上月支所：  ☎ 0790-86-0331( 代 )　FAX.0790-86-0793
南光支所：  ☎ 0790-78-0101( 代 )　FAX.0790-78-1225　
三日月支所：  ☎ 0790-79-2001( 代 )　FAX.0790-79-3633

FAX 0790-82-0131

●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.sayo.lg.jp　● E ﾒｰﾙ machizukuri@town.sayo.lg.jp

【応募方法】はがきまたはFAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、
答えを記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかか
ら抽選で３人のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもっ
て当選者のかたにお知らせします。

明るく楽しい話題がありま
したら広報係までお知らせ
ください。

　１０月２８日に上三河で、ふれあい喫茶兼ミ
ニひまわりまつりが開催されました。
　これは、上三河自治会（淡路一雄自治会長）
が地域のみなさんの元気といやしに貢献したい
と、今年初めて取り組んだものです。
　ひまわりは、上三河環境保全組合が８月に
50アールの田に種をまき、開花させたものです。
　地域でほとんどの材料を用意した、鮎の塩焼
き、焼肉、豚汁、おにぎりなどを昼食に、子ど
もから高齢者まで約１００人が親睦を深めまし
た。

 ひまわりに囲まれて地域交流
　　- 上三河ふれあい喫茶兼ミニひまわりまつり -

１１月上旬のホームズ彗星
　矢印の先の丸く広がった天体がホームズ彗星で左上は
口径 18cmの望遠鏡を使って松田研究員が撮影したもの
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